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令和2年度　一般会計決算状況

歳入決算の構成（決算額：525億7,504万6,349円）

歳出決算の構成（決算額：506億3,067万1,423円）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
大
流
行
に
対
し
、
感
染
拡
大
の

防
止
、
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
、

中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
へ
の
支
援
と
経
済
対
策
、
医
療
体
制
の
確
保
、
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
過
去
最

大
規
模
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

令和2年度　甲賀市歳入歳出決算について

　令和2年度一般会計及び特別会計などの決算議案は、本会議で議案質疑を行った後、一般会計は予算決算

常任委員会に、特別会計・企業会計は厚生文教・産業建設常任委員会に付託され議案審査を行いました。そ

の結果、各会計決算議案を原案通りに認定しました。

決
算
審
査

一
般
会
計
の
決
算
収
支
の
概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

農林水産業費
3.0%

議会費
0.5%

災害復旧費
0.1%

商工費
2.2%

労働費
0.3%

公債費
7.9%

土木費
7.5%

衛生費
6.9% 消防費

3.0%

民生費
26.3%

教育費
12.5%

総務費
29.8%

地方譲与税
0.8%

依存財源自主財源 諸収入
1.8%

寄附金・財産収入
0.8%

繰入金
2.8%

法人事業税交付金
0.4%

環境性能割交付金 0.1%配当割交付金 0.1%

地方消費税交付金
3.7%

ゴルフ場利用税交付金
0.6%

地方特例交付金
0.2%

株式等譲渡所得割交付金
0.1%

使用料・手数料・分担金・負担金
1.0%

市税
26.7%

国庫支出金
29.6%

地方交付税
14.2%

繰越金
3.3%

市債
8.6%

県支出金
5.2%
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令
和
２
年
度
決
算
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策 

Q
コ
ロ
ナ
感
染
の
甲
賀
市
で
の
特
徴

は
。
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
と
そ
の
後
の
対

応
は
。
濃
厚
接
触
者
と
P
C
R
検
査
数
、

陽
性
・
陰
性
の
人
数
は
。
有
効
な
コ
ロ

ナ
対
策
は
講
じ
ら
れ
た
か
、
今
後
の
課

題
は
。

A
市
の
令
和
2
年
度
感
染
者
数
は

2
3
3
名
。
年
代
、
性
別
に
関
係
な
く

発
生
し
て
い
る
。
感
染
は
ク
ラ
ス
タ
ー

に
起
因
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
は
7
件
あ
り
、
甲
賀
保

健
所
と
連
携
し
拡
大
、
再
発
防
止
や
生

活
支
援
、
食
事
支
援
、
消
毒
液
配
布
に

務
め
た
。
濃
厚
接
触
者
と
し
て
の
集
計

は
で
き
て
い
な
い
。
P
C
R
検
査
や
抗

体
検
査
数
は
滋
賀
県
の
発
表
で
令
和
3

年
４
月
９
日
時
点
で
9
万
1
、5
8
0

件
、
う
ち
陽
性
2
、
9
4
1
件
、
陰
性

8
万
8
、
6
3
9
件
、
対
策
は
甲
賀
保

健
所
と
連
携
し
、
食
料
な
ど
生
活
支
援

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
あ
い
コ
ム
こ
う

か
で
啓
発
な
ど
適
正
に
行
な
っ
た
が
、

変
異
株
の
拡
大
に
よ
り
収
束
は
見
え
て

い
な
い
。

移
動
販
売
実
証
実
験
事
業

Q
移
動
販
売
実
証
実
験
の
企
画
立
案
、

取
組
内
容
、
他
に
も
移
動
販
売
等
を
さ

れ
て
い
る
事
業
者
と
の
協
議
は
。

A
事
業
者
と
は
事
業
計
画
、
各
種
届
け

出
、
事
業
費
、
販
売
方
法
、
商
品
、
ル
ー

ト
等
検
討
し
３
月
に
40
か
所
で
16
日

間
、
延
べ
8
3
9
名
が
利
用
。
協
議
は

昨
年
９
月
25
日
に
し
、
そ
の
後
も
担
当

者
と
連
携
し
な
が
ら
協
議
を
し
た
が
、

今
後
も
し
っ
か
り
対
応
す
る
。



決
算
審
査

部

　局

　別
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総
合
政
策
部

地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

Q
音
声
放
送
端
末
機
の
加
入
世
帯
数

は
、
令
和
２
年
度
末
で
57
％
で
あ
る
が
、

今
後
の
設
置
促
進
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

A
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
集
合
住
宅

等
へ
の
設
置
の
推
進
に
努
め
る
。

　

総
務
部

組
織
風
土
改
革

　
　
　

支
援
業
務
委
託

Q
本
事
業
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
初

め
て
実
施
（
予
算
５
０
０
万
円
）
さ
れ
た

が
、
そ
の
成
果
は
。

A
令
和
３
年
５
月
に
２
回
目
の
意
識

調
査
（
満
足
度
等
）
を
実
施
し
た
結
果
、

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
初
回
ス
コ
ア

か
ら
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
特
に
職

場
内
の
連
携
等
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

市
民
環
境
部

防
犯
灯
管
理
事
務

Q
防
犯
灯
管
理
状
況
の
調
査
結
果
後

の
方
向
は
。

A
調
査
結
果
を
地
図
デ
ー
タ
に
反
映

し
て
、
管
理
者
別
の
防
犯
灯
の
基
数
を

整
理
し
て
い
る
。
設
置
基
準
の
見
直
し

も
検
討
し
て
い
る
。

　

健
康
福
祉
部

避
難
行
動
要
支
援
事
業

Q
災
害
時
要
支
援
者
避
難
支
援
計
画

（
個
別
計
画
）
の
策
定
が
急
が
れ
る
が
、

提
出
状
況
に
つ
い
て
地
域
ご
と
の
傾
向

は
み
ら
れ
る
か
。

A
傾
向
の
分
析
は
で
き
に
く
い
が
、
信

楽
地
域
62
％
、
甲
南
地
域
35
％
、
そ
の

他
地
域
は
10
％
台
と
い
う
状
況
で
あ

る
。

　

こ
ど
も
政
策
部

　
子
ど
も
家
庭
支
援

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

Q
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
学
校
が
休
業
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
の
見
守
り
に
つ
い
て
、
例
年
と
異

な
る
こ
と
は
特
段
な
か
っ
た
か
。

A
対
象
人
数
１
、
２
０
７
人
で
延
べ

２
、
１
５
９
人
の
見
守
り
を
実
施
し
た

が
、
特
段
の
事
情
は
な
か
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　

産
業
経
済
部

創
業
支
援
事
業

Q
ど
の
よ
う
な
年
代
の
方
々
が
補
助

を
受
け
ら
れ
た
の
か
。

A
全
体
的
に
若
い
世
代
が
主
と
認
識

し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
の
対
策

Q
耕
作
放
棄
地
の
対
策
に
お
け
る
効

果
と
前
年
度
と
比
較
し
て
の
状
況
は
。

A
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
園
芸

作
物
野
菜
で
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
全
体
と
し
て
は
前
年
に
比
べ
る
と

横
ば
い
も
し
く
は
微
増
で
あ
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

Q
歳
入
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
状
態

は
。

A
８
月
内
示
さ
れ
た
臨
時
交
付
金
事
業

者
支
援
分
は
8
、
0
2
3
万
３
千
円
。

財
源
確
保
に
努
め
る
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
受
験
生
の

優
先
接
種
、
抗
体
検
査
、
３
度
目
の
接

種
等
へ
の
考
え
は
。

A
12
歳
か
ら
18
歳
の
方
に
は
早
期
接
種

の
申
請
を
受
付
け
、
3
0
0
件
依
頼
が

あ
り
全
て
対
応
。
さ
ら
に
集
団
接
種
の

予
約
枠
の
拡
大
や
市
内
医
療
機
関
に
も

依
頼
し
早
期
接
種
に
努
め
る
。
ワ
ク
チ

ン
パ
ス
ポ
ー
ト
、
ま
た
抗
体
検
査
を
受

け
同
様
の
証
明
を
出
す
よ
う
国
か
ら
示

さ
れ
れ
ば
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
中
。

３
度
目
の
接
種
も
国
か
ら
通
知
が
あ
れ

ば
速
や
か
に
対
応
す
る
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
人
材
求
人
活
動

支
援
事
業

求
人
活
動
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
支

援
。

感
染
症
予
防
対
策
支
援
事
業

市
内
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
事
業
所
等

に
支
援
。

  

反 

対 

討 

論

　

令
和
２
年
度
決
算
は
、
コ
ロ
ナ
か
ら

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
決
算
か
ど

う
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
市

内
事
業
者
へ
の
減
収
要
件
な
し
の
一
律

給
付
な
ど
の
積
極
的
な
施
策
は
あ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
封
じ
込
め
の
対
策
と
し
て

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
「
県
任
せ
」
と
し
て

独
自
に
取
り
組
ま
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

令
和
２
年
度
は
、
業
務
の
効
率
化
、
人

件
費
削
減
と
し
て
Ａ
Ｉ
の
導
入
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
が
推
進
さ
れ
た
。

本
来
は
職
員
体
制
の
拡
充
に
よ
り
、
業

務
の
専
門
性
、
質
の
向
上
を
図
る
べ
き

も
の
。
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
か
ら
も
必
要

な
人
員
配
置
、
住
民
自
治
の
機
能
強
化

の
観
点
で
の
検
証
が
必
要
。

令
和
２
年
度　

令
和
２
年
度　

決
算
認
定

決
算
認
定

　

建
設
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

Q
事
業
費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

当
局
の
所
見
は
。

A
公
共
交
通
機
関
へ
の
ニ
ー
ズ
は
ま

す
ま
す
高
ま
る
と
推
測
し
て
お
り
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
か
け
て

交
通
網
の
再
編
を
検
討
、
そ
の
後
に
実

施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局

奨
学
資
金
給
付
事
業

Q
令
和
２
年
６
月
補
正
で
17
件
分
の

追
加
を
行
っ
た
が
、
見
込
み
に
届
か
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

A
令
和
２
年
５
月
の
緊
急
事
態
宣
言

後
に
は
、
一
時
的
で
あ
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を
見
せ
た
た
め
、
著

し
く
減
収
し
た
世
帯
が
少
な
く
な
っ
た

た
め
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

  
賛 

成 

討 

論

　

予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
も
ろ
に
受
け
た
年
と
な
っ
た

が
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率

は
改
善
、
実
質
収
支
額
は
黒
字
を
維
持

し
た
。
し
か
し
経
常
収
支
比
率
は
２
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
財
政
構
造
の
弾
力
性
が

減
っ
た
こ
と
は
、
今
後
、
着
実
な
健
全

化
を
期
待
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経

済
、
教
育
環
境
に
手
厚
い
事
業
の
展
開

は
、
本
市
の
未
来
像
『
い
つ
も
の
暮
ら

し
に
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
』
に
つ
な
が

る
決
算
と
し
て
賛
成
す
る
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

山
村
振
興
地
域
の
小
売
事
業
者
等
支
援

事
業

山
村
振
興
地
域
の
生
活
維
持
の
た
め
の

小
売
事
業
者
等
が
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
継

続
で
き
る
よ
う
に
支
援
。

そ
の
他
の
事
業 

Q
高
等
教
育
機
関
等
立
地
検
討
事
業
に

つ
い
て
県
内
高
等
専
門
学
校
設
置
の
基

本
骨
子
と
の
関
連
や
具
体
的
な
展
望

は
。

A
県
は
今
年
度
中
に
構
想
を
作
り
、
来

年
度
に
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
と
の

こ
と
な
の
で
、
甲
賀
市
の
優
位
性
や
産

業
界
の
期
待
値
と
市
の
強
み
を
県
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
具
現
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

Q
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
の
高
圧
受
電
設

備
に
劣
化
や
不
良
箇
所
が
あ
り
修
繕
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
耐
用
年
数
は
。
維

持
管
理
に
問
題
は
。

A
耐
用
年
数
は
15
年
。
今
回
の
機
器
は

点
検
に
よ
り
経
年
劣
化
が
判
明
し
、
設

置
か
ら
14
〜
15
年
経
過
し
事
故
防
止
の

た
め
更
新
す
る
。
維
持
管
理
は
毎
年
指

定
管
理
者
が
適
正
に
行
な
っ
て
い
る
。

他
に
は
ひ
の
き
が
丘
公
園
の
同
様
の
設

備
も
そ
れ
ぞ
れ
点
検
を
行
い
、
正
常
で

あ
る
。

 

採
決　

全
員
賛
成
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。
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予算執行

４月～翌３月

予算編成
予算議案を

議会に提出

決算を審査 予算を審査

決算議案を

議会に提出
市長

市議会

可決
（否決）

認定
（不認定）

決算審査での意見が

反映されているかも

併せてチェック

予算は適正かつ効果

的に使われたか？

事業の成果は？

などを検証

市民の代
表として

チェック
します！

市民の代
表として

チェック
します！

２月９月
決算を審査した
結果は今後の予
算編成に生かさ
れます。

予算決算常任委員会で審査し
本会議で予算・決算を決定します。

9月定例会議案審議・意見書

9 月定例会議案の審議結果

議案・意見書　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 志誠会
日本共産党

甲賀市議員団
公明党

甲賀市議団
糸
目　

仁
樹

竹
若　

茂
國

鵜
飼　
　

勲

結　

果反
対

賛
成

西
村　
　

慧

田
中　

喜
克

林
田　

久
充

山
中　

善
治

橋
本　

恒
典

谷
永　

兼
二

田
中　

新
人

土
山　

定
信

辻　
　

重
治

橋
本　

律
子

里
見　
　

淳

山
中　

修
平

戎
脇　
　

浩

小
河　

文
人

森
田　

久
生

岡
田　

重
美

小
西
喜
代
次

山
岡　

光
広

堀　
　

郁
子

田
中　

將
之

白
坂
萬
里
子

令和２年度甲賀市一般会計歳
入歳出決算の認定を求めるこ
とについて

市
長

山
岡

白
坂

○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認
定

令和２年度甲賀市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定を求めることについて

市
長

岡
田

戎
脇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認
定

令和２年度甲賀市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の
認定を求めることについて

市
長

岡
田

竹
若

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認
定

令和２年度甲賀市介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定を
求めることについて

市
長

岡
田

堀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認
定

第４次甲賀市行政改革大綱を
定めることにつき議決を求め
ることについて

市
長

山
岡

林
田

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

選択的夫婦別姓制度の法制化
に向けた議論を求める意見書
の提出について

田
中
將

糸
目

堀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可

コロナ禍による米の需給改善
と米価下落の対策を求める意
見書の提出について

小
西

辻
岡
田

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

いのちと健康を脅かす「病床
削減推進法」の廃止を求める
意見書の提出について

岡
田

田
中
喜

山
岡

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

「原則自宅療養」の方針を撤
回し、症状に応じて必要な医
療を全ての新型コロナ患者に
提供することを求める意見書
の提出について

山
岡

堀
小
西

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

特別支援学校の実効ある設置
基準策定を求める意見書の提
出について

山
岡

戎
脇

岡
田

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 可

○：賛成　●：反対

全員賛成で可決・認定した議案

令和2年度
決算

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出

決算

病院事業会計決算

水道事業会計決算

診療所事業会計決算

介護老人保健施設事業会計決算

下水道事業会計決算

令和3年度
補正予算

一般会計補正予算（第５号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

介護保険特別会計補正予算（第１号）

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計補正予算

（第１号）

一般会計補正予算（第６号）

規則の一部
改正

議会会議規則

人　事 人権擁護委員の推薦（全8件）

その他 市道路線の認定（梅が丘５号線ほか5路線）

意見書 出産育児一時金の増額を求める意見書

賛成多数で可決・認定した議案

令和2年度
決算

一般会計歳入歳出決算

国民健康保険特別会計歳入歳出決算

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

介護保険特別会計歳入歳出決算

その他 第４次甲賀市行政改革大綱を定めること

意見書

選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論を求

める意見書

特別支援学校の実効ある設置基準策定を求める

意見書



左から（前列）副委員長　田中喜克　委員長　森田久生　（後列）里見淳・田中將之・山岡光広・辻重治・西村慧・林田久充

■7月21日
IＣＴ推進ビジョン（案）、第2次甲賀市総合計画
（実施計画）の策定方針
■8月19日
㈱あいコムこうか経営状況報告
■9月9日
第４次甲賀市行政大綱を定めることにつき議決
を求める、第2次甲賀市総合計画（第2期基本計
画）実施計画（案）

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌総務常任委員会
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第
４
次
行
政
改
革
大
綱
を
定
め
る
こ

と
に
つ
き
議
決
を
求
め
る

行
政
改
革
大
綱
の
目
的

　

自
治
体
の
行
政
経
営
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
を
背
景
と
し

た
、
市
税
収
入
の
減
少
や
社
会
保
障
関

係
経
費
の
増
大
に
よ
る
影
響
を
受
け
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に
よ
り

人
々
の
暮
ら
し
は
一
変
し
、
そ
の
影
響

は
経
済
、
社
会
、
人
々
の
行
動
や
意
識
・

価
値
観
に
ま
で
波
及
し
つ
つ
あ
る
。
市

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
経
営
資

源
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
社

会
構
造
の
「
縮
し
ゅ
く
じ
ゅ
う
充
」
へ
の
転
換
に
よ
り
、

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
し
、
将
来
を
見
据
え
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
第
２
次

甲
賀
市
総
合
計
画
」
の
実
効
性
を
確
保

し
、
行
政
改
革
の
取
組
の
方
向
性
と
方

策
を
明
ら
か
に
す
る
「
第
４
次
甲
賀
市

行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
す
る
。

大
綱
の
計
画
期
間

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で

の
４
年
間
。　

市
の
行
政
経
営
が
目
指
す
姿

　

（
基
本
方
針
と
目
標
）

◦
「
徹
底
的
な
行
政
改
革
に
よ
る
持
続

可
能
な
自
治
体
経
営
」

Ⅰ
市
民
・
地
域
・
民
間
と
の
共
創
に
よ

る
行
政
経
営
：
地
域
共
生
社
会
の
実

現
Ⅱ
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
自

立
的
な
行
政
経
営
：
財
政
基
盤
の
強

化
Ⅲ
未
来
を
見
据
え
た
創
造
的
行
政
経

営
：
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

 

採
決　

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た

国
・
県
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、

第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
（
第
２
期
基

本
計
画
）
に
定
め
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
を
加

速
し
、
計
画
的
な
推
進
を
図
る
目
的
を

も
っ
て
策
定
す
る
。

　

取
組
方
針

①
目
的
志
向
型
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

②
市
民
の
利
便
性
と
効
率
的
な
事
務
処

理
の
両
立

③
周
辺
自
治
体
企
業
等
と
の
連
携

④
Ａ
Ｉ
技
術
の
倫
理
的
な
活
用

⑤
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進

⑥
効
率
化
の
徹
底
と
サ
ー
ビ
ス
品
質
の

確
保

⑦
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
促
進
と
配
慮

報
告
事
項

　

自
治
振
興
会
、
区
、
自
治
会
の
整
理

に
係
る
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
提
言

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
自
治
振
興
会
の
区
域
を
行
政
区
と

し
て
位
置
づ
け
る
。
地
域
窓
口
の
一
本

化
の
検
討
」
の
自
治
振
興
会
と
区
・
自

治
会
と
の
関
係
や
自
治
振
興
交
付
金
の

運
用
な
ど
、
７
項
目
の
提
言
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
地
域
と
対
話
を
し
な

が
ら
具
体
案
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

  

反 

対 

討 

論

　

行
政
の
無
駄
を
無
く
し
効
率
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基

づ
く
対
応
で
は
な
く
単
純
に
経
営
効
率

を
上
げ
る
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
が
推
進
さ
れ
れ
ば
、
地

方
自
治
体
が
い
わ
ゆ
る
自
治
体
で
無
く

な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
地
方
自
治
体

の
主
体
性
こ
そ
が
大
事
。

  

賛 

成 

討 

論

　

将
来
人
口
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
、
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を

目
指
す
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
は
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
達
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。



市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。

左から（前列）副委員長　山中善治　委員長　山中修平　（後列）戎脇浩・竹若茂國・堀郁子・岡田重美・谷永兼二

■7月13日

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の

推進、西部学校給食センターの稼働状況、新型

コロナウイルスワクチン接種の状況等

■8月10日

ICT教育、議会報告会意見交換アンケートに基づ

く委員会質疑検討、小中学校再編の今後の方向

性、産後ケア事業、新型コロナワクチンの接種

等の状況等

■9月7日

令和2年度病院事業、診療所事業、介護老人保健

事業会計決算

令和2年度国民健康保険、後期高齢者医療、介護

保険特別会計決算等

日誌厚生文教常任委員会

市議会だより　vol.687

小
中
学
校
再
編
の
今
後
の
方
向

　

小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会

か
ら
の
答
申
か
ら
12
年
を
経
過
、
変
化

す
る
時
代
の
中
、
改
め
て
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
審
議
会
を
設
置
し
検
討
。

Q
再
度
審
議
を
行
う
と
い
う
こ
と
か
。

A
地
域
の
意
向
を
尊
重
す
る
。
取
り
組

ん
だ
当
初
よ
り
子
ど
も
が
減
り
状
況
が

変
化
し
て
い
る
。
今
後
の
環
境
次
第
で

は
再
度
検
討
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

  

反 

対 

討 

論

　

国
保
制
度
そ
の
も
の
が
構
造
的
危
機

を
抱
え
て
い
る
。
今
後
県
は
国
保
税
の

統
一
化
を
図
る
方
向
で
さ
ら
な
る
値
上

げ
が
予
想
さ
れ
る
。
市
で
も
滞
納
者
が

多
く
あ
り
、
低
所
得
者
の
生
活
を
圧
迫

し
て
お
り
負
担
が
大
き
い
。

  

賛 

成 

討 

論

　

構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
短

期
で
解
消
で
き
る
話
で
は
な
く
、
そ
の

部
分
も
努
力
さ
れ
て
い
る
。
税
額
の
据

え
置
き
も
評
価
で
き
る
。
努
力
者
支
援

金
も
昨
年
に
続
き
き
ち
ん
と
交
付
さ
れ

て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校

の
こ
と
。
学
校
運
営
協
議
会
と
は
、
法

律
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
よ
り
任
命
さ

れ
た
委
員
が
、
一
定
の
権
限
を
持
っ
て
、

学
校
の
運
営
と
必
要
な
支
援
に
つ
い
て

協
議
す
る
合
議
制
の
機
関
。

Q
今
年
度
は
２
校
選
定
さ
れ
た
。
選
定

方
法
は
。

A
地
域
の
状
況
か
ら
５
校
に
つ
い
て
研

修
を
行
っ
た
。
５
校
の
中
か
ら
具
体
的

に
導
入
で
き
る
と
さ
れ
る
２
校
を
選
定

し
た
。
あ
と
の
３
校
も
導
入
準
備
を
進

め
て
い
る
。

令
和
２
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

  

反 

対 

討 

論

　

一
人
あ
た
り
の
平
均
保
険
料
は
前
年

度
に
比
べ
約
５
、
０
０
０
円
も
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
者
を
75
歳
と
い

う
年
齢
で
区
切
り
、
負
担
を
押
し
付
け

る
制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
。

  

賛 

成 

討 

論

　

後
期
高
齢
者
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

制
度
に
な
っ
て
い
る
。
軽
減
措
置
や
市

の
繰
入
金
な
ど
努
力
し
て
い
る
。
継
続

で
き
る
保
険
に
な
る
こ
と
が
大
事
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

  

反 

対 

討 

論

　

介
護
保
険
料
は
高
く
滞
納
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

も
負
担
が
増
え
て
お
り
市
独
自
の
減
免

制
度
を
設
け
る
べ
き
。
特
養
待
機
者
も

解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

  

賛 

成 

討 

論

　

保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
は
増
収
、

介
護
保
険
料
は
消
費
税
増
税
に
伴
い
軽

減
さ
れ
て
い
る
。
自
立
し
た
生
活
が
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
事
業
が
取
り

組
ま
れ
た
。

 

採
決　

以
上
３
件
、
賛
成
多
数
に
て

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

保護者・地域住民等

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会を設置した学校）

市区町村教育委員会

協議会の設置（努力義務）

委員の任命

協議会の適正な運営を確保する

措置

都道府県教育委員会

教職員の任用

（学校運営協議会の意見を尊重）

学校運営の

基本方針

学校運営・

教育活動

校 長

学校運営や必要な支援に関する協議

協議の結果に関す

る情報提供の努力

義務

情報提供・協議を

踏まえた地域学校

協働活動
意見

意見

説明

（委員）

保護者代表・地域住民

地域学校協働活動推進員など

承認

説明学校運営に

関する意見

教職員の任用に

関する意見

学校運営協議会

委員の任命に

校長の意見を

反映

コミュニティ・スクールの仕組み



左から（前列）副委員長　小西喜代次　委員長　橋本律子（後列）土山定信・鵜飼勲・田中新人・小河文人・白坂萬里子・糸目仁樹

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

■7月20日

所管事務調査（議会報告会アンケート調査結果） 1件

報告案件（第2次環境基本計画等） 9件

■8月5日

所管事務調査（過年農業用施設災害復旧事業）

報告案件（開発許可の基準等に関する条例の改正等） 6件

■9月8日

付託案件審査（野洲川基幹水利施設等特別会計等） 5件

所管事務調査　1件

報告案件　1件

日誌産業建設常任委員会
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過
年
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
竜
法
師
地
区
）

　

台
風
21
号
に
よ
り
農
業
用
施
設
が
被

災
以
降
地
滑
り
定
点
観
測
を
実
施
。
令

和
３
年
７
月
12
日
工
事
完
了
。

第
２
次
総
合
計
画
（
第
２
期
基
本
計

画
）
実
施
計
画
案

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
「
新
し
い
豊
か

さ
」
の
視
点
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
中

長
期
財
政
計
画
や
第
４
次
行
政
改
革
大

綱
と
の
連
動
性
を
高
め
た
も
の
と
す

る
。

　

付
託
案
件
審
査

　

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
令
和
３
年
度
野
洲
川
基

幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
、
水
道
事
業
会
計
決
算
、
下
水
道
事

業
会
計
決
算
、
市
道
路
線
の
認
定
な
ど

が
審
査
さ
れ
た
。
他
に
下
水
道
使
用
料

改
定
に
か
か
る
答
申
報
告
が
あ
っ
た
。

 

採
決　

以
上
５
件
、
全
員
賛
成
で
認

定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

第
２
次
環
境
基
本
計
画
「
改
訂
版
」

（
素
案
）

　

国
の
見
解
は
、
原
子
力
が
必
ず
し
も

一
番
有
効
で
は
な
く
、
太
陽
光
や
自
然

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
に
推

移
し
て
い
る
。
国
と
同
様
に
県
も
市
も

推
進
し
て
お
り
、
こ
の
計
画
で
も
推
進

方
向
で
あ
る
。

　

第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
（
女
性

活
躍
推
進
計
画
）
の
見
直
し
に
か
か

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
や
活
躍
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組
み

を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
見
直
し
を
進
め

て
い
る
。

　

商
工
業
振
興
計
画
の
見
直
し
（
案
）
に

か
か
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の

実
施

　

甲
賀
市
が
目
指
す
商
工
業
の
将
来
像

を
明
ら
か
に
し
、
将
来
像
の
実
現
に
向

け
た
方
針
・
施
策
「
商
工
業
振
興
計
画
」

の
見
直
し
策
定
を
進
め
て
い
る
。

被災後

改修後

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
臨
時
経
済
対
策
事
業
の
実
施
状
況

は

　

地
域
経
済
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
（
２
０

２
１
）
配
布
事
業
で
市
民
の
皆
様
と
共

に
地
域
経
済
を
生
み
出
す
た
め
、
１
世

帯
１
冊
（
５
０
０
円
券
を
５
枚
）
と
世
帯

構
成
員
あ
た
り
１
冊
を
全
世
帯
に
配
布

す
る
。

　

道
の
駅
あ
い
の
土
山
再
整
備
基
本
計

画

　

本
施
設
が
本
市
の
観
光
振
興
の
拠
点

と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
に
資

す
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
再
整
備
に
向

け
た
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
目
的
。

　

報
告

◦
道
路
等
の
現
状
。

◦
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正
。

◦
滋
賀
県
都
市
計
画
基
本
方
針
の
策

定
。

◦
貴
生
川
駅
周
辺
特
区
構
想
・
貴
生
川

駅
周
辺
整
備
事
業
。

◦
甲
南
駅
周
辺
地
区
（
第
２
期
）
都
市
再

生
整
備
計
画
。
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真
摯
に
向
き
合
い
、
対
応
を
指
示
し
た

改
革
に
む
け
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題
と
認
識

意
見
・
提
言
に
対
す
る
市
長
の
所
感
は

ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
今
後
の
考
え
方
は

A

A Q

Q
Q
今
回
総
務
常
任
委
員
会
に
団
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

消
防
団
が
抱
え
る
諸
課
題
と
そ
の
対
策
に
関
す
る
様
々

な
ご
意
見
・
ご
提
言
に
関
す
る
市
長
の
所
感
は
。

 

市
長　

持
続
可
能
な
消
防
団
の
あ
り
方
や
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
、
今
回
、
議
会
と
消
防
団
、
そ
し
て
市
の

事
務
局
が
議
論
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。
今
回
、
頂
い
た
ご
意
見
・
ご
提
言

に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
今
後
、
丁
寧
に
解

決
し
て
い
く
よ
う
、
担
当
部
署
に
も
指
示
を
出
し
た
。

 

委
員
会
提
言
①　

今
回
頂
い
た
多
く
の
意
見
・
提
言

等
を
、
検
討
・
協
議
す
る
「
新
た
な
場
」
の
設
置
を
。

 

市
長　

委
員
会
か
ら
の
意
見
・
提
言
は
重
く
受
け
止

め
る
。
23
あ
る
分
団
毎
の
「
分
団
長
・
副
分
団
長
・
部

長
・
班
長
」
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
早
速
実
施
し
て
い

る
。
今
回
の
提
言
も
加
味
し
、
意
見
を
集
約
し
、
消
防

団
幹
部
会
や
消
防
検
討
委
員
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

た
い
。
こ
う
し
た
取
組
が
、
今
回
委
員
会
か
ら
提
言
を

頂
い
た
「
新
た
な
仕
組
み
創
り
」
の
一
環
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

今
回
は
、
現
役
消
防
団
員
の
幹
部
・
中
堅
・
若
手
・

女
性
団
員
か
ら
総
務
常
任
委
員
会
に
頂
き
ま
し
た

多
数
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
も
と
に
、
委
員
会
代

表
質
問
と
し
て
、《
３
つ
の
委
員
会
提
言
》
も
含
め
、

様
々
な
角
度
か
ら
「
消
防
団
が
抱
え
る
諸
課
題
と

そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
」
市
長
並
び
に
所
管
部
に

伺
い
ま
し
た
。

Q
今
回
の
団
員
の

ご
意
見
・
ご
提
言

で
一
番
多
か
っ
た

の
が
「
ポ
ン
プ
操

法
大
会
」
に
対
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

団
員
に
と
っ
て
最

大
の
関
心
事
で
あ

る
。
市
の
認
識
と

今
後
の
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

 

危
機
統
括
監　

団

員
の
負
担
軽
減
な

ど
、
時
代
に
応
じ

た
改
革
が
必
要
と
考
え
る
。
今
回
頂
い
た
様
々
な
ご
意

見
・
ご
提
言
を
重
く
受
け
止
め
、
団
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

 

委
員
会
提
言
②　

消
防
団
活
動
を
市
民
に
正
し
く
伝

え
る
た
め
に
、
市
の
広
報
紙
「
広
報
こ
う
か
」
の
一
部

に
消
防
団
活
動
の
「
常
設
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
を
。

 

危
機
統
括
監　

提
言
を
受
け
入
れ
、
早
速
来
年
４
月

か
ら
取
り
組
む
。

 

委
員
会
提
言
③　

女
性
消
防
団
員
増
強
に
向
け
、
具

体
的
な
数
値
目
標
の
設
定
を
。

 

危
機
統
括
監　

他
市
の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
、
女

性
団
員
増
強
に
向
け
、
ご
提
言
頂
い
た
具
体
的
な
数
値

目
標
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総務常任委員会

森田　久生

ポンプ操法訓練

委員会代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

委員会・氏 名 質　　問　　事　　項

総務常任委員会

森
もり

　田
た

　久
ひさ

　生
お

当市消防団員が抱える諸課題とその対応策について

　《現役消防団員から頂いたご意見・ご提言から》

令和３年９月１日

甲賀市議会初の甲賀市議会初の

委員会委員会
  代表質問  代表質問

令和 3 年　第 5 回甲賀市議会定例会委員会代表質問

QR コードの商標はデンソーウェーブの登録商標です。
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総合政策部理事 総政理事 こども政策部長 こ政部長 産業経済部長 産経部長

健康福祉部長 健福部長 総合政策部長 総政部長 産業経済部理事 産経理事

危機・安全管理統括監 危機統括監 市民環境部長 市環部長

■答弁者の凡例

順番 氏　　名 質問事項

11 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

１ 道路歩道上に繁茂する雑草の処理及び除
草作業について

２ 柏木ふれあい運動公園駐車場対策につい
て

３ 通学路の安全確保について

12 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

１ クリーンセンター滋賀と甲賀市の関係に
ついて

２ 甲賀市の介護について
３ 産業建設常任委員として、コロナ禍の現

状
４ 東海道に遊園地にあるような列車を
５ 市長が目指している甲賀市の姿について

13 西
にし

村
むら

　　慧
けい

１ 市内里山の利活用について
２ 老朽住宅等除却による道路安全性の確保

について
３ 災害時の避難における安全と安心につい

て

14 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる １ 甲賀市での新しい豊かさについて

２ 職住近接の魅力を街づくりについて

15 林
はやしだ

田　久
ひさ

充
みつ

１ 甲賀市まちづくり基本条例の見直し等に
ついて

２ 貴生川駅周辺特区構想の戦略ビジョンづ
くりについて

16 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

１ 公共駐車場を有料化に
２ 信楽の「鶏鳴の滝」の環境整備を
３ 地域の公共交通対策をどうするか
４ ゼロカーボンシティの表明を

17 白
しら

坂
さか

萬
ま

里
り

子
こ

１ 民間保険の活用で、認知症家族に安心を
２ 外国人に関する総合的対応策を
３ キャッチアップ世代にＨＰＶワクチン接

種の救済策を
４ 学校施設の安全対策について

18 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

１ 新型コロナ感染急拡大、「まん延防止等重
点措置」への対応について

２ 信楽地域での公共交通の改善を
３ 熱海市の土石流からの教訓を踏まえ土砂

災害防止の取り組みを
４ 雲井小学校のグランド屋外トイレの改善

を
５ 信楽町、甲賀町に常設のグランドゴルフ

場を

19 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

１ 異常気象・災害への防災対策の強化・見
直しについて

２ コロナ禍での教訓から足腰の強い地域経
済を

20 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに

１ 「地域包括ケアシステム」の構築、いわゆ
る在宅介護、看護の現状と今後の在り方
を問う

２ 移動販売支援モデル事業の在り方につい
て

３ 文化・体育施設の運営の在り方について
４ 障がい者スポーツの在り方について
５ 地域型保育事業（小規模保育事業A型）の

運営事業者応募事前書類審査について

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

順番 氏　　名 質問事項

１ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

１ 「貴生川駅周辺特区構想」の具体的推進手
法とその課題について

２ 「スポーツを通じて、市民の一体感・連
携意識が生まれる」  市内（学校・一般）で
のスポーツ振興に支援を。

３ 信楽高原鐵道の活性化とコミュニティバ
スとの連携強化ついて

４ 市域での県が施行・実施する事業への市
の積極的要請の状況について

５ 「市民が取り組む地域活動・種々ボラン
ティア活動をもっと市内全域に」ついて

2 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き １ 閉鎖公共施設の譲渡・利活用について

２ コミバスへのICOCA導入等で利便性向
上を

３ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし １ まんえん防止等重点措置後に更なる飲食

業支援を
２ 中心市街地の整備について

４ 小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と １ 人口減少と空き家対策について

２ 甲賀市立信楽中央病院で人工透析治療の
実現と隣接地の今後の対応について

５ 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

１ 子育て・教育支援について
２ 障がい福祉・高齢者福祉について
３ 里山や市民の生活環境を守る取り組みに

ついて
４ スポーツを取り組みやすくするための環

境整備について
５ 防災・減災について

６ 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい

１ 市道の草刈り報奨制度について

７ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

１ 仮称「ケアラー支援」条例制定について
２ 「手話言語及び情報・コミュニケーショ

ン促進条例」制定後の取り組みについて
３ 小学校の通学バス補助拡充を「概ね４キ

ロ」の柔軟な対応を。
４ 「里道」の位置づけと対策について
５ これまで取り組んできた課題で国が制度

を大幅に変えた問題について、市として
の対応を求める

８ 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

１ 子ども医療費中学卒業まで完全無料化を
２ 特別養護老人ホームを増設し待機者の解

消を
３ コロナ対策、ジェンダーの視点を取り入

れた避難所運営について
４ 県道における信号設置と歩道整備につい

て

9 里
さと

見
み

　　淳
あつし １ 企業版ふるさと納税について

２ 甲賀市LINE公式アカウントについて

10 谷
たに

永
なが

　兼
けん

二
じ １ 一般廃棄物として搬入されるPCB含有家

電製品について
２ 災害時情報及び避難について

市市のの考考えをえを問問うう20人の20人の
議員が議員が

令和３年　第 5 回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

市市のの考考えをえを問問うう 目次20人の20人の
議員が議員が

令和３年

９月１日・２日・３日・６日
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録画が見られます。

Q
水
口
中
心
市
街
地
の
整
備
は
住
民
感
覚
と
し
て
遅

れ
て
い
る
意
識
が
強
い
。
市
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

 

市
長　

空
き
地
・
空
き
店
舗
な
ど
市
街
地
の
空
洞
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
認
識
。
公
共
施

設
の
改
修
や
周
辺
道
路
整
備
を
順
次
進
め
る
。

Q
甲
賀
市
と
し
て
水
口
中
心
市
街
地
を
「
こ
ん
な
町
に

し
た
い
」
と
い
う
理
念
と
強
い
意
志
を
持
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
そ
の
上
で
民
間
の
力
を
引
き
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

 

総
政
部
長　

中
心
市
街
地
な
ら
で
は
の
課
題
で
あ
る
、

渋
滞
解
消
や
歩
き
や
す
い
道
路
整
備
な
ど
、
公
共
、
民

間
を
問
わ
な
い
土
地
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域

の
皆
様
や
民
間
事
業
所
と
連
携
、
協
議
し
て
い
く
。

Q
東
海
道
「
暮
ら
し
・
に
ぎ
わ
い
」
再
生
事
業
の
進
展

に
向
け
て
、
支
援
チ
ー
ム
の
創
設
等
、
予
算
の
拡
充
も

含
め
、
よ
り
強
力
な
推
進
方
法

が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

市
長　

水
口
中
心
市
街
地
は

重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。
今
後

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
か
ら
の

助
言
を
受
け
、
手
法
を
模
索
し
、

財
源
に
つ
い
て
も
交
付
金
の
活

用
を
検
討
し
、
時
機
を
逸
す
る

こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

多
く
の
課
題
が
あ
り
即
導
入
は
難
し
い

信
楽
高
原
鐵
道
に
Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
を

Q
住
民
の
利
便
性
向

上
と
観
光
面
の
魅
力

発
信
に
も
信
楽
高
原

鐵
道
で
の
「
線
路
と
道

路
両
対
応
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
」
Ｄ
Ｍ
Ｖ（
デ
ュ
ア

ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク

ル
）
の
導
入
は
ど
う
か
。

 

市
長　

レ
ー
ル
バ
ス
・

Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
導
入
は
巨
額
な
費
用
等
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
信
楽
高
原
鐵
道
は

近
江
鉄
道
と
と
も
に
、
び
わ
こ
京
阪
奈
線
鉄
道
（
仮
称
）

構
想
の
一
環
に
も
あ
り
、
こ
れ
ら
念
頭
に
お
い
て
も
、

車
両
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。

Q
「
貴
生
川
駅
周
辺
特
区
構
想
」
の
具
体
的
な
整
備
の

推
進
手
法
は
ど
の
よ
う
に
。

 

建
設
部
長　

駅
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
を
官
民
連

携
の
「
交
流
拠
点
整
備
」（
地
域
住
民
が
集
い
活
動
で
き

る
）
を
、
地
域
団
体
等
の
意
見
や
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
連
携
し
て
事
業
推
進
を

図
る
。
ま
た
、
整
備
の
エ
リ
ア
も
駅
北
口
や
杣
川
河
川

敷
ま
で
統
一
感
の
あ
る
整
備
を
行
う
。
そ
の
波
及
効
果

を
よ
り
大
き
く
す
る
こ
と
を
目
指
し
計
画
策
定
を
進
め

た
い
。

A Q

国
会
の
議
論
等
を
見
て
判
断
す
る

閉
鎖
施
設
へ
の
中
国
拠
点
化
に
警
戒
を

Q
旧
鮎
河
小
学
校
跡
地
利
用
に
関
し
、「
主
に
中
国
人

を
対
象
に
し
た
大
学
進
学
の
専
修
学
校
」
と
し
て
の
利

用
申
請
が
中
国
系
の
団
体
か
ら
あ
っ
た
。
近
年
、
滋
賀

県
に
２
カ
所
も
あ
る
孔
子
学
院
を
通
じ
、
中
国
共
産
党

の
ス
パ
イ
活
動
、
政
治
宣
伝
工
作
の
懸
念
が
あ
り
、
防

衛
省
で
も
警
戒
し
て
い
る
。
今
回
の
申
請
は
用
途
が
不

明
。
団
体
に
つ
い
て
調
査
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後
、

公
共
施
設
の
30
％
削
減
を
計
画
す
る
本
市
で
、
施
設
の

譲
渡
・
貸
付
先
選
定
す
る
際
、
国
家
安
全
保
障
上
問
題

が
あ
る
場
合
は
警
戒
が
必
要
。
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

 

市
長　

本
年
６
月
に

国
家
安
全
保
障
上
重

要
な
土
地
等
に
係
る

取
引
等
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
が
成
立
。

今
後
は
、
国
会
の
議

論
や
土
地
取
引
の
状

況
等
を
踏
ま
え
な
が

ら 

、
市
と
し
て
も
適

切
に
対
応
す
る
。

　

こ
の
他
、
コ
ミ
バ

ス
の
利
便
性
向
上
を

求
め
る
質
問
を
し
ま

し
た
。

A Q

時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
む

水
口
中
心
市
街
地
の
整
備
促
進
を

A Q

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

水口中心市街地・東海道三筋

中国の団体から利用申請があった旧鮎河小学校

徳島・阿佐海岸鉄道の導入の DMV

凛 風 会

無 所 属

志 誠 会

田中　喜克

糸目　仁樹

戎脇　浩
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Q
透
析
科
を
開
設
す

る
た
め
の
採
算
ラ
イ
ン

は
。

 

健
福
部
長　

県
試
算
の

外
来
収
入
と
診
療
材
料

費
や
薬
品
費
、
人
件
費

等
の
経
費
を
検
討
す
る

と
患
者
数
30
名
以
上
が

必
要
と
な
る
。

Q
病
院
経
営
が
逼ひ
っ

迫ぱ
く

し

て
い
る
が
、
当
院
が
担

う
、
へ
き
地
医
療
と
し
て
の
役
割
も
含
め
透
析
診
療
の

実
施
に
つ
い
て
、
「
地
域
医
療
審
議
会
」
で
審
議
し
て

い
く
の
か
。

 

健
福
部
長　

利
用
者
の
声
を
、「
地
域
医
療
審
議
会
」
で

議
論
し
て
い
た
だ
く
。

Q
隣
接
す
る
信
楽
交
番
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
。

 

総
務
部
長　

信
楽
中
央
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
く
方
の

利
便
性
向
上
に
向
け
て
、取
り
組
ん
で
い
る
。 

Q
空
き
家
の
活
用
に
は
、
公
社
化
に
よ
る
地
域
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

建
設
部
長　

空
き
家
を
資
源
と
し
た
官
民
連
携
に
よ
る

取
り
組
み
は
、今
後
新
た
な
移
住
・
定
住
に
結
び
つ
く
と
考

え
る
。
今
後
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
医
療
審
議
会
で
検
討
す
る

市
立
病
院
で
の
透
析
治
療
は
で
き
な
い
か

A Q

有
効
で
持
続
可
能
な
制
度
検
討
を
急
ぐ

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
は

Q
今
ま
で
何
度
か
中
学

３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
に
言
及
し
、
市
民
か

ら
の
求
め
る
声
も
多
い
。

湖
南
市
も
実
現
。
甲
賀
市

は
い
か
が
か
。

 

市
長　

有
効
で
持
続
可

能
な
制
度
の
検
討
を
急
ぐ
。

Q
第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
償
化
と
残
食
の
計
量
や

時
期
な
ど
統
計
的
調
査
し
減
少
の
取
組
を
。

 

教
育
長　

給
食
費
は
県
下
で
最
も
低
い
保
護
者
負
担

で
質
の
良
い
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。
残
食
の
傾

向
を
分
析
し
要
因
の
把
握
に
努
め
る
。

Q
聴
覚
障
が
い
や
高
齢
者
の
方
へ
の
支
援
に
音
声
認

識
ア
プ
リ
で
文
字
を
表
し
窓
口
対
応
を
。

 

健
福
部
長　

音
声
認
識
ア
プ
リ
導
入
検
討
進
め
る
。

Q
障
が
い
者
や
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
コ
ミ
バ
ス
乗

車
に
カ
ー
ド
対
応
を
。

 

建
設
部
長　

利
用
者
把
握
の
た
め
チ
ケ
ッ
ト
は
継
続

す
る
。

Q
異
常
気
象
の
対
応
に
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

活
用
し
て
は
。
気
象
台
と
の
連
携
強
化
は
。

 

危
機
統
括
監　

調
査
す
る
。
連
携
は
図
っ
て
い
る
。

A Q

何
ら
か
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る

市
道
の
草
刈
り
報
奨
金
制
度
に
つ
い
て

Q
現
在
、
市
内
ど
こ
の
地
域
で
も
区
や
老
人
会
や
任

意
の
団
体
が
奉
仕
活
動
と
し
て
市
道
の
路
肩
や
法
面
の

草
刈
り
を
し
て
い
る
が
、
亀
岡
市
を
は
じ
め
多
く
の
市

で
、
市
道
の
草
刈
り
作
業
に
報
奨
金
を
出
し
て
い
る
。

平
均
で
１
０
０
ｍ
当
り
１
、
８
０
０
円
の
報
奨
金
だ
が
、

甲
賀
市
も
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

 

建
設
部
長　

専
門
業
者
に
１
０
０
ｍ
当
り
３
万
２
、
０
０

０
円
で
委
託
し
て
い
る
が
、
多
く
の
路
線
を
地
域
団
体

等
の
自
主
的
な
奉
仕
活
動
で
維
持
管
理
し
て
頂
い
て
い

る
。
高
齢
化
や
人
員
不
足
で
行
き
詰
ま
っ
て
お
り
、
今

後
、
何
ら
か
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

Q
報
奨
金
制
度
は
、
経
費
削
減
と
地
域
美
化
及
び
住

民
交
流
の
効
果
が
あ
り

「
一
石
三
鳥
」
の
施
策
で

あ
る
。
市
長
の
総
合
的

な
判
断
を
問
う
。

 

市
長　

区
自
治
会
等
が

実
施
す
る
除
草
に
対
し

て
「
自
治
振
興
交
付
金
」

の
活
用
を
含
め
、
何
ら

か
の
支
援
が
で
き
な
い

か
、
先
進
事
例
を
参
考

に
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
す
る
。

A Q

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市道の歩道に覆いかぶさる夏草

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

志 誠 会

公 明 党

志 誠 会

小河　文人

堀　郁子

山中　修平
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一般質問

状
況
に
応
じ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

バ
ス
通
学
補
助
柔
軟
な
対
応
を

Q
通
学
バ
ス
補
助
要
綱
で
は

「
お
お
む
ね
４
キ
ロ
以
上
」
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
４
５
１

人
が
バ
ス
等
で
通
学
し
て
い

る
が
補
助
対
象
は
２
３
０
人
。

「
要
綱
」
に
基
づ
き
柔
軟
に
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

教
育
部
長　

状
況
に
応
じ
た

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
く
。

Q
家
族
や
友
人
な
ど
で
介
護

す
る
ケ
ア
ラ
ー
の
人
権
を
擁
護
し
公
的
に
支
え
る
仮
称

「
甲
賀
市
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
を
制
定
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

 

市
長　

実
態
把
握
に
努
め
、
特
に
18
歳
以
下
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
子
ら
が
相
談
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
、
部
局
連
携
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

Q
い
わ
ゆ
る
赤
線
（
里
道
）
、
青
線
（
水
路
）
は
、
法
定

外
公
共
物
で
あ
る
が
、
市
内
に
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

里
道
に
樫
の
大
木
が
あ
り
自
然
災
害
で
倒
木
の
危
険
が

あ
る
。
市
が
積
極
的
役
割
を
担
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長　

日
常
的
な
管
理
は
地
元
に
お
願
い
し
て
い
る

が
、
今
回
の
事
例
の
よ
う
な
場
合
、
安
全
性
も
含
め
て

地
元
で
の
対
応
が
困
難
な
の
で
、
市
と
し
て
積
極
的
に

関
与
す
る
よ
う
努
め
る
。

A Q

よ
り
充
実
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
検
討

中
学
卒
業
ま
で
医
療
費
完
全
無
料
化
を

Q
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
は
、
全
国
の
多

く
の
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
、
県
内
の
市
町
で
も
無
料

化
が
広
が
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
こ
そ
中
学
卒

業
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
を
実
施
す
べ
き
。

 

市
長　

よ
り
充
実
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

Q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
４
９
３
名
。

多
く
の
人
の
願
い
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

設
を
市
の
責
任
で
行
い
、
待
機
者
解
消
を
図
る
べ
き
。

 

健
福
部
長　

増
設
の
計
画
は
な
い
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
地
域
で
の
見
守
り
活
動
の
推
進
な
ど
図
る
。

Q
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
女
性
の
声
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
、
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
。

 
危
機
統
括
監　

女
性
の

声
を
聞
き
な
が
ら
見
直

し
に
取
り
組
む
。

Q
甲
賀
土
山
イ
ン
タ
ー

と
岩
室
を
結
ぶ
バ
イ
パ

ス
道
に
信
号
設
置
、
小

佐
治
か
ら
岩
室
地
先
ま

で
の
歩
道
整
備
を
。

 

建
設
部
長　

歩
道
整
備

は
県
に
お
い
て
計
画
中

で
あ
る
。

A Q

機
能
を
拡
充
、
お
友
達
登
録
を
増
や
す

甲
賀
市
公
式
ラ
イ
ン
の
更
な
る
活
用
を

Q
今
後
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
に
つ
い
て
。

 

総
政
理
事　

先
行
し

て
区
・
自
治
会
長
を
中

心
に
活
用
し
て
い
る
道

路
等
不
具
合
箇
所
通

報
シ
ス
テ
ム
を
、
今
後

市
民
全
員
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
セ
グ

メ
ン
ト
配
信
で
細
や
か
な
情
報
を
発
信
し
、
簡
易
な
予
約

や
申
請
の
受
付
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
災
害
時
に
活
用
を
す
る
。

Q
拡
充
の
開
発
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

 

総
政
理
事　

ラ
ン
ニ
ン
グ
費
用
は
年
額
１
６
５
万
円

で
、
標
準
機
能
で
の
追
加
は
別
途
費
用
が
発
生
し
な
い
。

Q
市
の
広
報
と
し
て
の
展
開
は
。

 

市
長
公
室
長　

緊
急
時
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信

や
、
観
光
や
飲
食
な
ど
の
魅
力
の
発
信
、
意
識
調
査
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
。

Q
そ
の
た
め
に
は
も
っ
と
お
友
達
登
録
を
増
や
さ
な
く

て
は
。

 

市
長
公
室
長　

様
々
な
チ
ラ
シ
や
冊
子
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
貼
る
。
魅
力
あ
る
情
報
を
発
信
し
、
口
コ
ミ
等
に

よ
り
拡
散
す
る
。
１
万
人
の
お
友
達
登
録
を
目
指
す
。

A Q

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

甲賀市公式ラインアカウントQR

バス通学する子どもたち（甲賀町高野）

歩道整備が待たれる岩室の峠付近

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

日本共産党

日本共産党

志 誠 会

山岡　光広

岡田　重美

里見　淳



2021.10 14 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
平
成
17
年
９
月
13
日
に
事
業
公
社
と
交
わ
し
た
環

境
保
全
協
定
は
、
問
題
な
く
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

市
環
部
長　

適
正
に
実
行
さ
れ
て
い
る
。

Q
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
が
営
業
終
了
時
の
環
境

監
視
委
員
会
に
つ
い
て
問
う
。

 

市
環
部
長　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
の
営
業
は
、

令
和
５
年
10
月
ま
で
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
維
持
管

理
機
関
と
な
り
、
法
律
上
維
持
管
理
が
必
要
で
な
い
と

さ
れ
る
ま
で
は
、
数
十
年
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

環
境
監
視
委
員
会
は
継
続
さ
れ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

Q
浸
透
水
を
川
に
流
す
と
き
の
市
の
関
り
に
つ
い
て
。

 

市
環
部
長　

市
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
の
基
準
を
し
っ

か
り
と
確
認
を
行
い
放

流
の
時
期
に
も
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

Q
基
準
に
つ
い
て
詳
細

に
聞
き
た
い
。

 

市
環
部
長　

水
質
検
査

項
目
は
40
種
類
以
上
と

し
て
、
検
査
合
格
後
も
、

２
年
間
は
維
持
し
て
そ

の
後
、
放
流
と
聞
い
て

い
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

利
便
性
も
高
く
設
置
の
検
討
を
す
る

災
害
情
報
発
信
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
設
置
を

Q
８
月
13
日
か
ら
の
大
雨
時
の
情
報
発
信
媒
体
は
何

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
ま
た
、
課
題
と
対
策
は
。

 

危
機
統
括
監　

緊
急
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
、
あ
い
コ
ム
こ
う
か
の
デ
ー
タ
放
送
な
ど

の
手
段
を
用
い
、
災
害
情
報
の
発
信
を
行
っ
た
が
、
結

果
と
し
て
、
各
媒
体
の
活
用
、
ま
た
情
報
発
信
に
タ
イ

ム
ラ
グ
や
内
容
的
に
も
一
部
十
分
で
無
か
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
反
省
点
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
今
回
の
対
応
を
教
訓
と
し
て
、
あ
い
こ
う
か
緊

急
メ
ー
ル
や
音
声
放
送
、
携
帯
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
ラ

イ
ン
な
ど
の
迅
速
で
的
確
な
配
信
が
で
き
る
よ
う
、
担

当
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害

時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
職

員
な
ど
の
体
制
に
つ
い

て
も
検
証
・
改
善
を
図

る
。

Q
災
害
対
策
基
本
法
が

改
正
さ
れ
た
が
、
課
題

は
。

 

危
機
統
括
監　

大
雨
時

に
、
い
か
に
危
険
な
地
域

の
住
民
の
方
が
的
確
・
迅

速
に
避
難
行
動
を
し
て

い
た
だ
け
る
か
で
あ
る
。

A Q

業
務
委
託
で
草
刈
機
を
用
い
た
人
力
で

道
路
歩
道
上
に
繁
茂
す
る
雑
草
処
理
は

Q
県
道
泉
水
口
線
及
び
国
道

１
号
線
の
道
路
歩
道
上
に
繁
茂

す
る
雑
草
の
処
理
及
び
除
草
作

業
の
頻
度
は
。

 

建
設
部
長　

国
に
つ
い
て
は
、

歩
道
や
路
肩
等
は
通
報
や
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
の
状
況
に
応

じ
て
適
宣
実
施
。
県
で
は
財
政

状
況
も
あ
り
、
概
ね
１
回
だ
が

雑
草
の
繁
茂
状
況
を
確
認
し
通
行
に
支
障
が
あ
り
と
判

断
さ
れ
る
個
所
は
年
２
回
の
草
刈
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
効
率
的
な
除
草
体
制
の
構
築
は
。

 
建
設
部
長　

本
市
で
は
道
路
破
損
等
不
具
合
箇
所
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
が
、
維
持
管

理
等
の
除
草
要
望
は
対
象
外
で
歩
行
者
や
車
両
の
通
行

支
障
危
険
な
所
は
、
通
報
可
能
と
な
る
よ
う
運
用
検
討

す
る
。

Q
柏
木
ふ
れ
あ
い
公
園
駐
車
場
増
設
は
。

 

建
設
部
長　

駐
車
場
不
足
す
る
場
合
は
、
公
共
施
設

の
駐
車
場
を
。

Q
水
口
中
学
校
進
入
路
の
交
差
点
の
待
避
所
設
置
と

計
画
展
望
。

 

建
設
部
長　

合
併
前
に
用
地
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
不

調
で
県
と
連
携
を
図
り
検
討
す
る
。

A Q

市
と
し
て
水
質
確
認
は
続
け
る

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
の
今
後
は

A Q

県道泉水口線の歩道

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

凛 風 会

凛 風 会

凛 風 会

谷永　兼二

田中　新人

土山　定信

廃棄物浸透水の今後について

下水として処理

川に放流

市と協議して
放流

令和 5 年 10 月
営業終了予定

数十年後、
水質検査に合格し、
さらに 2 年経過

管理期間



市議会だより　vol.68  15  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
第
７
条
の
市
民
参
加
に
つ
い
て
個
別
条
例
は
い
ら

な
い
か
。

 

総
政
部
長　

市
民
参
画
・
推
進
検
討
委
員
会
に
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
の
素
案
を
示
し
て
い
る
。

Q
第
21
条
の
住
民
投
票
条
例
は
、
常
設
型
で
は
な
い

が
、
日
頃
に
想
定
し
た
調
査
研
究
は
必
要
な
い
か
。

 

総
政
部
長　

他
市
の
流
れ
の
情
報
収
集
を
行
う
な
ど

取
り
組
む
。

Q
自
治
振
興
会
と
、
区
、
自
治
会
の
考
え
方
が
報
告

さ
れ
た
が
、
条
例
と
の
整
合
性
は
と
れ
て
い
る
か
。

 

総
政
部
長　

区
、
自
治
会
、
自
治
振
興
会
の
役
割
や

行
政
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
、
整
合
性
は
取
れ
て

い
る
。

Q
区
の
加
入
者
の
減
少
や
脱
会
等
区
長
に
と
っ
て
運

営
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
市
は
、
条
例
上
ど
の
よ

う
に
関
わ
れ
る
か
。

 

副
市
長　

地
域
で
の
議
論
の
場
の
設
定
や
先
進
地
の

取
組
事
例
な

ど
情
報
提
供

に
努
め
る
。

まちづくり基本条例

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市
所
有
以
外
の
建
物
で
も
指
定
可
能

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
拡
大
を

Q
「
避
難
場
所
」
の
新
た
な
指
定
に
向
け
て
、
県
立
施

設
や
民
間
事
業
所
と
さ
ら
に
連
携
す
べ
き
で
は
。

 

市
長　

今
後
、
県
に
協
力
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

地
元
事
業
者
の
皆
様
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
積
極
的
な
指
定
に
努
め
た
い
。

Q
今
後
も
「
自
主
避
難
場
所
」
の
役
割
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

 

危
機
統
括
監　

地
域
の
自
主
防
災
の
「
共
助
」
に
よ
る

避
難
所
運
営
力
を
一
層
高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
担
当
部

局
と
し
て
も
努
め
て
い
く
。

Q
道
路
沿
い
の
老
朽
住
宅
等
の
危
険
性
の
認
識
は
。

 

建
設
部
長　

通
行
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
生
命
に
危
険
性
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

Q
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
老
朽
建
物
除
却
の
補
助

を
拡
充
す
べ
き
で
は
。

 

建
設
部
長　

現
行
に
加
え

て
、
新
た
な
補
助
制
度
含
め

た
検
討
が
必
要
。

Q
市
内
の
里
山
の
一
つ
で
あ

る
「
創
造
の
森
」
の
利
活
用
に

向
け
た
所
見
は
。

 

産
経
理
事　

よ
り
一
層
利
活

用
が
図
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず

は
地
域
（
寺
庄
区
）
と
の
懇
談

の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

A Q

多
く
の
皆
様
方
が
気
づ
か
れ
て
い
る

甲
賀
市
で
の
新
し
い
豊
か
さ
に
つ
い
て

Q
コ
ロ
ナ
感
染
期
間
が
２
年
近
く
に
な
り
「
新
し
い
豊

か
さ
」
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
。

 

市
長　

８
月
上
旬
に
世
界
で
２
億
人
を
超
え
、
各
地

で
変
異
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
な
ど
、
収
束
の
見

え
な
い
状
況
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
地
方
で
こ
れ
ま
で
と

同
じ
よ
う
な
仕
事
が
で
き
、
家
族
の
絆
が
深
ま
る
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
他
の
人
と
比
べ
る
物
質
的
な
豊
か
さ

か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
を
大
切
に
し
た
多
様
な

生
き
方
が
実
現
で
き
る
「
新
し
い
豊
か
さ
」
の
大
切
さ

に
、
皆
様
方
が
気
づ
か
れ
始
め
て
い
る
と
思
う
。

Q
竹
チ
ッ
プ
製
造
機
の
レ
ン
タ
ル
（
貸
出
し
）
に
つ
い

て
。

 

産
経
理
事　

自
走
式

で
、
狭
い
場
所
に
も

移
動
で
き
、
伐
採
し

た
竹
の
処
理
に
有
効

で
あ
る
。
貸
出
し
に

つ
い
て
は
、
先
進
事

例
を
参
考
に
調
査
研

究
を
続
け
る
。

A Q

見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
見
直
し
等
は

A Q

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

導入の待たれる自走式竹チップ製造機

創造の森(甲南町寺庄)展望台からの眺め

凛 風 会

凛 風 会

凛 風 会

西村　慧

山中　善治

林田　久充



2021.10 16 QRコード で質問の
録画が見られます。

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

早
期
に
具
体
策
を
示
し
て
い
き
た
い

公
共
駐
車
場
を
有
料
化
に

Q
毎
年
５
月
開
催
の
信
楽
作
家
市
は
延
期
と
な
り
７

月
に
陶
芸
の
森
で
開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
早
朝
か
ら
来

場
者
の
車
両
で
国
道
３
０
７
号
が
大
渋
滞
。
陶
芸
の
森

駐
車
場
、
臨
時
駐
車
場
で
は
収
ま
ら
ず
、
体
育
館
や
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
ま
で
満
車
と
な
り
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
来
ら
れ
る
方
が
駐
車
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
も
起
き
た
。
こ
の
催
し
の
来
場
者
は
年
々
増
え
、
現

駐
車
場
の
容
量
で
は
対
応
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

陶
芸
の
森
の
駐
車
場
や
市
公
共
駐
車
場
の
有
料
化
を
す

る
こ
と
で
、
民
間
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
も
有
料
化
で
き
る

た
め
、
活
用
で
き
る
と
指
摘
し
て
き
た
が
現
状
は
ど
う

か
。

 

市
長　

多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
観
光
地
づ

く
り
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
駐
車
場
の
確
保
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
公
共

駐
車
場
の
有
料
化
に

つ
い
て
、
現
在
、 

工

事
費
等
の
検
討
を
継

続
し
て
進
め
て
お
り
、

設
備
費
及
び
改
修
費

等
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
早
期
に
具
体

策
を
示
し
た
い
。

A Q

実
施
に
向
け
具
体
の
検
討
を
進
め
て
い
く

民
間
保
険
で
、
認
知
症
家
族
に
安
心
を

Q
認
知
症
家
族
に
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
事
故
を

起
こ
し
た
り
怪
我
を
し
た
り
、
反
対
に
損
害
賠
償
を
求

め
ら
れ
た
場
合
、
民
間
保
険
で
補
償
を
す
る
支
援
を
し

て
は
。

 

市
長　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
民
間
保
険

の
活
用
で
、
実
施
に
向
け
具
体
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q
外
国
人
に
関
す
る
総
合
的
対
策
を
。
特
に
情
報
提

供
の
在
り
方
・
マ
ナ
ー
の
習
得
、
日
本
語
習
得
の
底
上

げ
支
援
を
。
ま
た
翻
訳
・
通
訳
な
ど
の
無
償
支
援
を
。

 

総
政
部
長　

市
と
国
際
交
流
協
会
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
共
生
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

Q
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
世
代
（
積
極
的
勧
奨
の
な
か
っ
た

世
代
）
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頸
が
ん
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

希
望
す
る
対
象
者
に
救
済
措
置
を
。

 

健
福
部
長　

国
か
ら
の
指
針
に

基
づ
き
、
対
象
者
が
接
種
対
象
期

間
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
情

報
提
供
に
努
め
、
検
診
に
つ
い
て

も
受
診
勧
奨
に
努
め
て
い
く
。

Q
学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

だ
け
で
な
く
市
長
部
局
と
の
共
有
・
連
携
も
大
事
で
は
。

 

教
育
長　

日
常
の
点
検
や
専
門
業
者
に
よ
る
点
検
は

も
と
よ
り
、
安
全
対
策
に
必
要
な
予
算
の
措
置
を
講
じ
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

A Q

実
態
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
態
を
検
討

雲
井
・
長
野
間
の
コ
ミ
タ
ク
直
行
便
を

Q
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
封
じ
こ
め
の
た
め
の
予
算
計
上
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
市
の
施
設
で
頻
回
、
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
。

 

健
福
部
長　

県
で
適
切
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

Q
信
楽
図
書
館
へ
の
利
用
者
立
場
で
の
運
行
、
雲
井
・

長
野
間
の
コ
ミ
タ
ク
直
行
便
の
運
行
を
。

 

建
設
部
長　

実
態
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
態
を
検
討
。

Q
傾
斜
地
で
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
規
制
の
条
例

制
定
を
。

 

建
設
部
長　

現
行
の
法
制
度
で
対
応
で
き
る
。

Q
雲
井
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
屋
外
ト
イ
レ
の
改
善

を
。

 

教
育
部
長　

使
用
頻
度
が
高
く
な
く
、
緊
急
度
の
観

点
か
ら
現
時
点
で

の
改
修
は
考
え
て

い
な
い
。

Q
信
楽
に
常
設
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
を
。

 

教
育
部
長　

信
楽

運
動
公
園
の
利
用

で
、
現
状
で
十
分

活
用
い
た
だ
い
て

い
る
。

A Q

信楽作家市初日は陶芸の森周辺が混雑

雲井小学校のグラウンド屋外トイレ

公 明 党

公 明 党

日本共産党

田中　將之

白坂萬里子

小西喜代次



市議会だより　vol.68  17  QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

避
難
情
報
・
支
援
・
運
営
等
し
く
み
強
化

異
常
気
象
へ
の
備
え
と
防
災
の
見
直
し
を

　

線
状
降
水
帯
の
豪
雨
の
影
響
で
市
内
で
警
戒
レ
ベ
ル

３〝
高
齢
者
等
避
難
〟
が
発
令
さ
れ
た
。
も
し
も
災
害
り

ス
ク
が
迫
っ
た
と
き
、
よ
り
早
期
に
避
難
行
動
が
取
れ

る
よ
う
防
災
対
策
を
共
有
し
た
い
観
点
か
ら
問
う
。

Q
危
機
対
応
へ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
見
直
し
や
地
域
の

危
機
対
策
強
化
の
考
え
は
。

 

危
機
統
括
監　

現
在
、
市
で
は
災
害
時
応
援
計
画
を

策
定
中
。
内
容
と
し
て
応
援
職
員
の
知
見
・
能
力
を
活

用
し
、
防
災
訓
練
の
開
催
・
避
難
情
報
の
伝
達
や
避
難

所
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
自
主

防
災
組
織
の
見
直
し
や
、
防
災
・
減
災
へ
の
啓
発
と
コ

ロ
ナ
禍
で
の
避
難
も
配
慮
が
重
要
と
捉
え
る
。

Q
最
近
、
大
規
模
な
豪
雨

災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
護

岸
工
事
や
竹
木
の
伐
採
の
放

置
は
、
災
害
の
誘
因
と
な
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
・
国
・

県
・
地
元
自
治
体
の
連
携
で

早
期
の
対
応
を
さ
れ
た
い
。

 

建
設
部
長　

国
・
県
へ
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

区
の
河
川
整
備
活
動
と
あ
わ

せ
て
今
後
、
大
木
除
去
か
ら

進
め
る
計
画
で
あ
る
。

A Q

審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
充
実
図
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
は

Q
水
口
診
療
所
、
さ
さ
ゆ
り
を
日
・
休
・
夜
間
診
療

の
拠
点
施
設
と
し
て
地
域
医
療
の
充
実
を
。

 

市
長　

医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
審
議

会
に
諮
問
し
て
い
る
。
専
門
的
見
地
の
答
申
を
踏
ま
え

地
域
医
療
の
充
実
を
は
か
る
。

Q
医
師
会
と
の
調
整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

健
福
部
長　

医
師
会
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日

頃
か
ら
連
絡
調
整
を
し
て
い
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
介
護
崩
壊
で
疲
弊
す
る
人
材
不

足
の
取
組
は
。

 

健
福
部
長　

市
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
。

Q
移
動
販
売
支
援
の

目
的
は
。

 

健
福
部
長　

買
い
物

困
難
者
支
援
、
閉
じ

こ
も
り
、
見
守
り
、

住
民
交
流
が
目
的
。

Q
将
来
見
据
え
た
自

治
振
興
会
と
事
業
者

の
コ
ラ
ボ
は
。

 

総
政
部
長　

自
治
振

興
会
に
情
報
提
供
、
自
治
振
興
交
付
金
の
活
用
な
ど
、

行
政
が
中
間
支
援
を
担
い
持
続
的
な
取
組
に
な
る
よ
う

に
し
た
い
。

A Q

移動販売の様子

草木竹で生い茂った杣川護岸
～早急な対応を～

凛 風 会

無 所 属

橋本　律子

竹若　茂國

甲賀市議会議員一般選挙
～市民の皆さんの代表を選ぶ大切な選挙です～

 

訂
正
と
お
詫
び

　

８
月
１
日
付
で
発
行
い
た
し
ま
し
た
前
67
号
の
記
事
で
、
以
下
の

記
述
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

Ｐ
16　

一
般
質
問　

岡
田
重
美　

質
問
内
容
の
誤
り

　
　
　

訂
正
前
「
夫
婦
別
姓
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
国
は
」

　
　
　

訂
正
後「
夫
婦
同
姓
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
国
は
」　



各会派別政務活動費

平成28年度
H28.4.1～H29.3.31

全 体 詳 細

　
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
「
政
務

活
動
費
」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
１
人
１
ヶ
月
２
万

円
で
、
所
属
会
派
（
無
所
属
議
員
に
あ
っ
て

は
個
人
）
に
交
付
し
、
年
度
末
に
そ
の
使
途

を
明
確
に
し
て
精
算
し
、
残
金
は
返
還
し
ま

し
た
。

清風クラブ（11 名）
市民クラブ・新しい風（６名）

公明党甲賀市議団（３名）
日本共産党甲賀市議員団（３名）

谷永兼二　議員

鵜飼　勲　議員

小河文人　議員

田中喜克　議員

合計
5,173,808 円

合計
2,072,958 円

合計
1,429,286 円

合計
693,862 円

合計
699,114 円

合計
87,980 円

合計
42,984 円

合計
82,318 円

合計
65,306 円

返還額　1,166,216 円

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

返還額　197,016 円

返還額　12,020 円

返還額　20,886 円

返還額　26,139 円

返還額　10,718 円

返還額　807,061 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 28%
196,480 円

資料作成費
１%

2,5,4 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円 資料作成費 19%

15,378 円 資料作成費 29%
18,673 円

資料購入費 42%
27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 28%
196,480 円

資料作成費
１%

2,544 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

要請・陳情活動費
12%　83,550 円

要請・陳情活動費
12%　83,550 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円 資料作成費

0%　110 円

資料作成費
0%　110 円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円 資料作成費 19%

15,378 円

研究研修費 ５%
3,900 円

研究研修費 ５%
3,900 円

資料作成費 29%
18,673 円

資料購入費 42%
27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

返還額　34,694 円

返還額　57,682 円

市議会だより　No.51
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　平成30年度からフルカラー印刷に

なり、紙面が見やすくなりました。印刷

費用が高くなったのではないかとのお

声を頂きましたが、従来の２色カラー

で １ 冊 あ た り 1 6 . 2 4 円（ 総 額

2,150,176円）からフルカラーで1冊

あたり17.28円（総額2,287,872円）

で済み、費用対効果の大きい改善にな

りました。

　先進地視察した丹波市では、読みやす

い紙面づくりに取り組まれ、「高校生読者

モニター会議」を開き、紙面に反映されて

いました。これを甲賀市でも取り入れ、

「高校生モニター会議」「若者モニター会

議」「女性モニター会議」を開き、紙面作り

に活かしました。

　平成30年7月から議会タブレットが導入さ

れ、議会だよりの編集効率が飛躍的に上がり

ました。紙ベースの編集作業だった頃は、それ

ぞれの委員が編集した記事を持ち寄り、印刷

業者が編集した原稿を、またそれぞれの委員

が印刷して修正という作業の繰り返しでした

が、編集作業をタブレットで行うようになる

と、同じファイルで編集内容を共有しながら

作業を進めることができ、現在はほぼペー

パーレスで作業しています。

　新型コロナウイルス対策のためZOOMによるオ

ンラインで開催しました。ソーシャルディスタンス

とマスクのため声が聞き取りにくかったり、イン

ターネット接続が不安定で音声が途切れたり色々ト

ラブルもありましたが、集音マイクやポケットWi-fi

を交換して改善しました。市政に関して高校生の声

を直接頂くことができました。また「普段接すること

のない市議会議員と市政について考える良い機会に

なった」との感想も頂きました。

　最終ページに毎号2名の議員を議席番号順

に紹介していきました。議員のこだわりや個

性的なエピソードが記事になり、毎号が楽し

みだと好評をいただきました。（P20参照）

　議員が執筆した原稿は、割付してタブレッ

ト画面に編集されます。「共同メモ機能」で紙

面を共有しながら、事務局は青、議員は赤で色

分けして書き入れして編集しています。コロ

ナ禍のもとでタブレットが大活躍をしていま

す。

　モニター会議では、議会だよりのことだけでな

く市政全般にわたる意見交換がありました。行政

に対する市民の意見をどのように反映するのか、

議会改革推進特別委員会でもっと広聴機能を取り

入れていこうと議論し、議会運営委員会にてその

議論を深めました。この9月議会にて議会会議規則

を改正し、改選後には「広報広聴委員会」として、議

長と常任委員長(総務、厚生文教、産業建設)を除く

全議員が委員として参加し、議会だよりだけでな

く、インターネットでの情報発信や、議会報告会で

意見交換したことを議会で議論していきます。

市議会だより　vol.67
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令和2年度 政務活動費報告 令和 2 年４月１日～　　令和 3 年３月 31 日

　
議
員
に
は
調
査
研
究
そ
の
他
の
活

動
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の
一

部
と
し
て
政
務
活
動
費
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
甲
賀
市
の
政
務
活
動
費
は
、
議
員

１
人
１
か
月
２
万
円
で
、
所
属
会
派

（
無
所
属
議
員
に
あ
っ
て
は
個
人
）
に

交
付
し
、
年
度
末
に
そ
の
使
途
を
明

確
に
し
て
精
算
し
、
残
金
は
返
還
し

て
い
ま
す
。

　
領
収
書
の
写
し
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

支出合計
26,400 円

会派に属さない議員　竹若　茂國

返還額 213,601円

■ 広　報　費
26,400円

交付額 240,000円
利息 1円

支出合計
846,594 円

志誠会（５名）
■ 資料作成費

170,503円
■ 資料購入費

11,000円
■ 広　報　費

664,431円
■ 会　議　費

660円

返還額 413,410円

交付額 1,260,000円
利息 4円

支出合計
1,690,781 円

凛風会（10 名）
■ 資料作成費

82,691円
■ 広　報　費
1,608,090円

返還額 549,224円

交付額 2,240,000円
利息 5円

支出合計
720,137 円

日本共産党甲賀市議員団（３名）

返還額 0円

■ 資料作成費
6,232円

■ 広　報　費
711,205円

■ 広　聴　費
2,700円

交付額 720,000円
利息 0円

支出合計
240,348 円

会派に属さない議員　鵜飼　勲
■ 研究研修費

45,430円
■ 資料作成費

120,391円
■ 資料購入費

74,527円

交付額 240,000円
利息 0円

返還額 0円

支出合計
695,779 円

公明党甲賀市議団（３名）
■ 資料作成費

5,368円
■ 資料購入費

4,455円
■ 広　報　費

685,956円

交付額 720,000円
利息 1円

返還額 24,222円

会派に属さない議員　糸目　仁樹
■ 研究研修費

38,966円
■ 調 査 旅 費

59,763円
■ 資料作成費

1,890円

交付額 180,000円
利息 0円

支出合計
100,619 円

返還額 79,381円
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あなた
とつなぐ

うかこ

2019.8 4

水口東高校の
みなさん

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!高高モニニ会会会

議会だよりダイヘンシン !!高モニ会議 水口東
高校編

市
議
会
の
事
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
で
み
よ
う
と
思
っ

た
。

議
会
だ
よ
り
は
若
者
の

目
に
つ
く
表
紙
に
し
た

り
、
場
所
に
置
い
た
り

す
る
方
が
良
い
と
思

う
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

カ
ラ
ー
で
良
い
。
わ
か

り
に
く
い
言
葉
が
多

い
。

様
々
な
こ
と
を
考
え
て

改
善
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
知
っ
た
。

わ
か
り
や
す
く
話
を
進

め
て
く
れ
、
積
極
的
に

意
見
を
言
え
た
。

た
く
さ
ん
の
人
の
考
え

や
性
格
を
共
有
で
き
良

か
っ
た
。

市
が
ど
ん
な
運
営
を

行
っ
て
い
る
の
か
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。

市
の
方
が
努
力
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
自
分

も
貢
献
で
き
る
よ
う
に

積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。

ま
た
高
モ
ニ
会
議
を
し

て
ほ
し
い
。
時
間
も
か

け
て
ほ
し
い
。

議
員
と
も
っ
と
交
流
し

た
い
。

次
回
は
高
齢
者
の
方
が

暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く

り
を
話
し
合
い
た
い
。

私
た
ち
も
声
を
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。

アンケートより（自由記述）

アンケートより（自由記述）

市民の

みなさんに市議会

議員をみじかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.1

あなたとつなぐ

岡　田　重　美 土山町在住

おか しげ みだ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

福祉の仕事をする中で、くらしや福祉がもっとよくなることが必要だと思ったことです。

市民の声を議会に届けることの大切さをあらためて感じています。

市民のみなさんの目線に立って考え行動するように心がけています。

相手の方にしっかりと向き合い、丁寧にお話を聞くこと、伝えること、笑顔を忘れないことです。

青土ダムから野洲川ダムにかけての四季折々の風景はとってもきれいです。

242018.8

全ページフルカラー

読者モニター会議

読者モニター会議 (オンライン版 )

広報広聴委員会へ

新型コロナウイルス対策で
オンライン化を促進

あなたとつなぐ (議員紹介 )あなたとつなぐ (議員紹介 )

タブレットで編集効率化タブレットで編集効率化

　甲賀市議会の広報紙「あなたとつなぐ甲賀市議会だより」は 5 町合併後の市

制発足当時から、議員自ら企画・編集・取材・校正作業まで責任を持って取り

組んでいます。この 4 年間で議会だよりを、よりわかりやすく、親しみを持っ

ていただけるように工夫してきました。その変遷を振り返り、次への更なる進

化を進めていきたいと思います。

へんせん

9月22日の本会議での討論、採決が終わったあと、第3回編集会

議に集まりました。このように原稿を持ち寄り、初校をみながら

記事の編集と校正を行なっています。

左から、西村慧、堀郁子、山岡光広、田中新人委員長、

里見淳副委員長、田中喜克、岡田重美、糸目仁樹。
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各会派別政務活動費

平成28年度
H28.4.1～H29.3.31

全 体 詳 細

　
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
「
政
務

活
動
費
」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
１
人
１
ヶ
月
２
万

円
で
、
所
属
会
派
（
無
所
属
議
員
に
あ
っ
て

は
個
人
）
に
交
付
し
、
年
度
末
に
そ
の
使
途

を
明
確
に
し
て
精
算
し
、
残
金
は
返
還
し
ま

し
た
。

清風クラブ（11 名）
市民クラブ・新しい風（６名）

公明党甲賀市議団（３名）
日本共産党甲賀市議員団（３名）

谷永兼二　議員

鵜飼　勲　議員

小河文人　議員

田中喜克　議員

合計
5,173,808 円

合計
2,072,958 円

合計
1,429,286 円

合計
693,862 円

合計
699,114 円

合計
87,980 円

合計
42,984 円

合計
82,318 円

合計
65,306 円

返還額　1,166,216 円

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

返還額　197,016 円

返還額　12,020 円

返還額　20,886 円

返還額　26,139 円

返還額　10,718 円

返還額　807,061 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 28%
196,480 円

資料作成費
１%

2,5,4 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円 資料作成費 19%

15,378 円 資料作成費 29%
18,673 円

資料購入費 42%
27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 28%
196,480 円

資料作成費
１%

2,544 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

要請・陳情活動費
12%　83,550 円

要請・陳情活動費
12%　83,550 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円 資料作成費

0%　110 円

資料作成費
0%　110 円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円 資料作成費 19%

15,378 円

研究研修費 ５%
3,900 円

研究研修費 ５%
3,900 円

資料作成費 29%
18,673 円

資料購入費 42%
27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

返還額　34,694 円

返還額　57,682 円

市議会だより　No.51
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　平成30年度からフルカラー印刷に

なり、紙面が見やすくなりました。印刷

費用が高くなったのではないかとのお

声を頂きましたが、従来の２色カラー

で １ 冊 あ た り 1 6 . 2 4 円（ 総 額

2,150,176円）からフルカラーで1冊

あたり17.28円（総額2,287,872円）

で済み、費用対効果の大きい改善にな

りました。

　先進地視察した丹波市では、読みやす

い紙面づくりに取り組まれ、「高校生読者

モニター会議」を開き、紙面に反映されて

いました。これを甲賀市でも取り入れ、

「高校生モニター会議」「若者モニター会

議」「女性モニター会議」を開き、紙面作り

に活かしました。

　平成30年7月から議会タブレットが導入さ

れ、議会だよりの編集効率が飛躍的に上がり

ました。紙ベースの編集作業だった頃は、それ

ぞれの委員が編集した記事を持ち寄り、印刷

業者が編集した原稿を、またそれぞれの委員

が印刷して修正という作業の繰り返しでした

が、編集作業をタブレットで行うようになる

と、同じファイルで編集内容を共有しながら

作業を進めることができ、現在はほぼペー

パーレスで作業しています。

　新型コロナウイルス対策のためZOOMによるオ

ンラインで開催しました。ソーシャルディスタンス

とマスクのため声が聞き取りにくかったり、イン

ターネット接続が不安定で音声が途切れたり色々ト

ラブルもありましたが、集音マイクやポケットWi-fi

を交換して改善しました。市政に関して高校生の声

を直接頂くことができました。また「普段接すること

のない市議会議員と市政について考える良い機会に

なった」との感想も頂きました。

　最終ページに毎号2名の議員を議席番号順

に紹介していきました。議員のこだわりや個

性的なエピソードが記事になり、毎号が楽し

みだと好評をいただきました。（P20参照）

　議員が執筆した原稿は、割付してタブレッ

ト画面に編集されます。「共同メモ機能」で紙

面を共有しながら、事務局は青、議員は赤で色

分けして書き入れして編集しています。コロ

ナ禍のもとでタブレットが大活躍をしていま

す。

　モニター会議では、議会だよりのことだけでな

く市政全般にわたる意見交換がありました。行政

に対する市民の意見をどのように反映するのか、

議会改革推進特別委員会でもっと広聴機能を取り

入れていこうと議論し、議会運営委員会にてその

議論を深めました。この9月議会にて議会会議規則

を改正し、改選後には「広報広聴委員会」として、議

長と常任委員長(総務、厚生文教、産業建設)を除く

全議員が委員として参加し、議会だよりだけでな

く、インターネットでの情報発信や、議会報告会で

意見交換したことを議会で議論していきます。

市議会だより　vol.67
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令和2年度 政務活動費報告 令和 2 年４月１日～　　令和 3 年３月 31 日

　
議
員
に
は
調
査
研
究
そ
の
他
の
活

動
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の
一

部
と
し
て
政
務
活
動
費
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
甲
賀
市
の
政
務
活
動
費
は
、
議
員

１
人
１
か
月
２
万
円
で
、
所
属
会
派

（
無
所
属
議
員
に
あ
っ
て
は
個
人
）
に

交
付
し
、
年
度
末
に
そ
の
使
途
を
明

確
に
し
て
精
算
し
、
残
金
は
返
還
し

て
い
ま
す
。

　
領
収
書
の
写
し
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

支出合計
26,400 円

会派に属さない議員　竹若　茂國

返還額 213,601円

■ 広　報　費
26,400円

交付額 240,000円
利息 1円

支出合計
846,594 円

志誠会（５名）
■ 資料作成費

170,503円
■ 資料購入費

11,000円
■ 広　報　費

664,431円
■ 会　議　費

660円

返還額 413,410円

交付額 1,260,000円
利息 4円

支出合計
1,690,781 円

凛風会（10 名）
■ 資料作成費

82,691円
■ 広　報　費
1,608,090円

返還額 549,224円

交付額 2,240,000円
利息 5円

支出合計
720,137 円

日本共産党甲賀市議員団（３名）

返還額 0円

■ 資料作成費
6,232円

■ 広　報　費
711,205円

■ 広　聴　費
2,700円

交付額 720,000円
利息 0円

支出合計
240,348 円

会派に属さない議員　鵜飼　勲
■ 研究研修費

45,430円
■ 資料作成費

120,391円
■ 資料購入費

74,527円

交付額 240,000円
利息 0円

返還額 0円

支出合計
695,779 円

公明党甲賀市議団（３名）
■ 資料作成費

5,368円
■ 資料購入費

4,455円
■ 広　報　費

685,956円

交付額 720,000円
利息 1円

返還額 24,222円

会派に属さない議員　糸目　仁樹
■ 研究研修費

38,966円
■ 調 査 旅 費

59,763円
■ 資料作成費

1,890円

交付額 180,000円
利息 0円

支出合計
100,619 円

返還額 79,381円
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あなた
とつなぐ

うかこ

2019.8 4

水口東高校の
みなさん

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!

議会だよりダイヘンシン !!高高モニニ会会会

議会だよりダイヘンシン !!高モニ会議 水口東
高校編

市
議
会
の
事
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
で
み
よ
う
と
思
っ

た
。

議
会
だ
よ
り
は
若
者
の

目
に
つ
く
表
紙
に
し
た

り
、
場
所
に
置
い
た
り

す
る
方
が
良
い
と
思

う
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

カ
ラ
ー
で
良
い
。
わ
か

り
に
く
い
言
葉
が
多

い
。

様
々
な
こ
と
を
考
え
て

改
善
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
知
っ
た
。

わ
か
り
や
す
く
話
を
進

め
て
く
れ
、
積
極
的
に

意
見
を
言
え
た
。

た
く
さ
ん
の
人
の
考
え

や
性
格
を
共
有
で
き
良

か
っ
た
。

市
が
ど
ん
な
運
営
を

行
っ
て
い
る
の
か
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。

市
の
方
が
努
力
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
自
分

も
貢
献
で
き
る
よ
う
に

積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。

ま
た
高
モ
ニ
会
議
を
し

て
ほ
し
い
。
時
間
も
か

け
て
ほ
し
い
。

議
員
と
も
っ
と
交
流
し

た
い
。

次
回
は
高
齢
者
の
方
が

暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く

り
を
話
し
合
い
た
い
。

私
た
ち
も
声
を
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。

アンケートより（自由記述）

アンケートより（自由記述）

市民の

みなさんに市議会

議員をみじかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.1

あなたとつなぐ

岡　田　重　美 土山町在住

おか しげ みだ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

福祉の仕事をする中で、くらしや福祉がもっとよくなることが必要だと思ったことです。

市民の声を議会に届けることの大切さをあらためて感じています。

市民のみなさんの目線に立って考え行動するように心がけています。

相手の方にしっかりと向き合い、丁寧にお話を聞くこと、伝えること、笑顔を忘れないことです。

青土ダムから野洲川ダムにかけての四季折々の風景はとってもきれいです。

242018.8

全ページフルカラー

読者モニター会議

読者モニター会議 (オンライン版 )

広報広聴委員会へ

新型コロナウイルス対策で
オンライン化を促進

あなたとつなぐ (議員紹介 )あなたとつなぐ (議員紹介 )

タブレットで編集効率化タブレットで編集効率化

　甲賀市議会の広報紙「あなたとつなぐ甲賀市議会だより」は 5 町合併後の市

制発足当時から、議員自ら企画・編集・取材・校正作業まで責任を持って取り

組んでいます。この 4 年間で議会だよりを、よりわかりやすく、親しみを持っ

ていただけるように工夫してきました。その変遷を振り返り、次への更なる進

化を進めていきたいと思います。

へんせん

9月22日の本会議での討論、採決が終わったあと、第3回編集会

議に集まりました。このように原稿を持ち寄り、初校をみながら

記事の編集と校正を行なっています。

左から、西村慧、堀郁子、山岡光広、田中新人委員長、

里見淳副委員長、田中喜克、岡田重美、糸目仁樹。

市議会だより　vol.6819



市議会議員紹介

あなたとつなぐ

▼今期最後の定例議会特集を発行
することができました。10月の改
選で新しい議会構成になれば、議
員全員が参加する「広報広聴委員
会」としてスタートを切ります。
甲賀市議会の広報は、市制発足以
降、企画から原稿・編集まで、議
員による手づくりで発行してきま
した。今期は特に「高校生モニタ
ー」や議会の様子を少しでもわか
りやすくお伝えするための工夫を
してきましたが、市民の皆さんか
らさまざまなご意見をいただきま
した。議会改革の一環として常任
委員会の審査もネット中継される
ことになりました。ご協力いただ
いた皆さんに紙面をかりて心から
感謝申し上げます。依然として深
刻なコロナから、いのちと暮らし
を守る甲賀市政となるよう議員全
員が引き続き取り組んでいきま
す。（広報特別委員　山岡光広）

編集後記
「柏木小学校稲刈り

体験」

　今回の表紙写真は、

実りの秋を感じました。

9月6日（月）柏木小学

校横の田んぼで、授業の一環として5年

生が稲刈りを体験しました。澤明美校長

にお願いして写真を撮って頂きました。

鎌の扱い方にも慣れて、友達とコツを

伝え合い楽し

そうに稲刈りに

汗を流している

様子が伺えま

す。お米を育

てる大変さや

お米の貴重さ

を改めて理解

する良い経験

になりました。

議席番号順に全議員をクローズアップし紹介

してきました。議員紹介の写真ですが、掲載

号の直前に庁舎玄関前で撮影しました。並べ

てみると季節や天気で変わるものですね。市

民のみなさんに市議会議員を身近に感じてい

ただけたでしょうか ?
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員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

vol.12

辻　　　重　治 甲賀町在住

橋　本　律　子 甲南町在住

つじ しげ じ

はし もと りつ こ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

旧甲賀町の良さや課題を新市に繋ぎ新しい甲賀市が、大きく発展する事。

市内には歴史ある多くの資源と、豊富な人材の多さを感じた。

常に現場主義をモットーに、声を聴き情報を伝えること。

気軽で身近な議員でありたい。

静かで神秘的な、油日神社、油日岳です。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

育児を通してまちづくりの機会を得、”女性の声“もっと生かせたらと。

「議論・提案のいろはが行政サービスの流れに起因する」大きな責任。

市民の声を大切に、常に”有言実行“の姿勢で取り組む姿勢。

相手の意を良く聴き、価値観の共有を図る。そして、良否に関せず答える。

国の重要文化財、甲南の新宮神社の楼門を背景とした四季。

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

vol.8

山　中　善　治 水口町在住

橋　本　恒　典 甲賀町在住

　　やま　　　なか　　よし　　はる

  はし　　もと　　ひさ　　のり

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

自営業でお世話になり、少しでもお返しができればと。

それぞれの立場で一生懸命に頑張っておられる市民の姿。

どれだけ地域貢献できているかとの自問。

できる限り行動を共にし理解すること。

甲賀市北の玄関口、営農組合も含め、頑張っている八田区。

市民参画による協働のまちづくりを進め、みんなでつくるふるさと甲賀の実現。

甲賀市には素晴らしい地域資源が多くあることと、市民の力を改めて感じた。

市や市議会の情報を伝え、市民の要望をどうしたら実現できるか考えること。

幅広い年代の皆さんと交流を深めるとともに、市民活動などに可能な限り参加。

鈴鹿の山々を源流とする野洲川の清流。南鈴鹿の山並み。満開の桜の下の草津線。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

市民の

みなさんに市議会

議員をみぢかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.4

あなたとつなぐ

竹　若　茂　國 甲南町在住

田　中　喜　克 水口町在住

たけ　　わか　　しげ　　くに

た 　　なか　　よし　　かつ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

当時の市施策実行に疑問を持った。

本来議員にあるべき自由な議論が閉ざされている。

常に生活者、働く仲間の思いを大切にする。

分け隔てなく機会があればご意見をお伺いする。

甲賀市内の美味しいお蕎麦屋さん巡り。

このまち甲賀市で３９年余り勤め、このまちが好きだから。

立場が変わって、「行政の目線」と「議員からの目線」の違い。

選良の立場を与えられ時間を経ても、謙虚さを忘れぬように。

全ての事柄に参加して、住民と共に汗をかき、涙し、喜びたい。

日本真鍮の元祖・山上庚申山。ビールの発祥地、牛飼・総社神社。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？
こうしんさんしんちゅう

242019.5

11月29日 9時30分～

本会議（第1日）議案上程・提案理由説明

12月7日 9時30分～

本会議（第2日）議案審議

12月8日 9時30分～

本会議（第3日）一般質問

12月9日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問

12月10日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問

12月13日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問

12月

14・15・16・17日

　　　 　9時30分～

委員会

12月22日 9時30分～

本会議（第7日）

委員長報告・質疑・討論・採決

12 月議会の予定

議会の傍聴ができます。議会の傍聴ができます。

本会議と委員会は誰でも傍聴することができま
す。傍聴を希望する方は議会事務局までお問い
合わせください。ネット中継もしています。

11 月

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

12 月

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

をクローズアップし

ていきます。

市議会議員紹介

vol.11

水口町在住田　中　新　人
　　 た　　　　　なか　　あら　　  と

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

国内、海外研修で学び議員になり市役所と地域のパイプ役になろうと思いました。

地域のために活動する人たちと一緒に、自分自身も成長することができました。

市民目線に立って身近な議会、開かれた議会の実現を目指しています。

市民の皆様の声を十分にお聞きし、市政の発展に尽くして参ります。

参勤交代で対岸の渡し場の目印として東海道随一の規模を誇る横田渡常夜灯。

西　村　　　慧 甲南町在住

　　にし　　　　むら　　　　　   けい

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

全世代が住みよく活気ある甲賀とする為、責任を持って「若者の声」を届ける。

「執行機関のチェック」と「政策の提案」において、言動に対する責任の重み。

現状の課題解決はもちろんのこと、その先の未来を見据えて行動する。

結果だけでなく、原因や過程を踏まえて、一つひとつと向き合う。

江戸時代からの建造物「寺庄六角堂」。春を彩る「鮎河千本桜(うぐい川)」。

土山町在住土　山　定　信
  つち　　やま　 さだ　　のぶ

先輩議員から強い要請があり、私は皆さんの立場を代弁できると。

皆さんが政治離れしているようで、恐怖を感じます。

採決は皆さんの意思決定の代理の１議席であると意識している。

どうしても皆さんに伝えたいことは「さだのぶ新聞」に。

市道で山女原を通過して県境から、徒歩で少し登ると、伊勢湾の船が見えます。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

vol.10

鵜　飼　　　勲 水口町在住

谷　永　兼　二 信楽町在住

　　 う　　　　　かい　　　　　  いさお

  たに　　なが　 けん　　 じ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

合併直後の混乱期、誰もが未来永劫住みよさを実感できる甲賀市を築くため。

政治は結果責任！一度しかない人生だからこそ常に前を向き日々歩む大切さ。

議員は、市民が選出した市民の代弁者で平等・公平・公益を守る義務を負う。

過ちては改むるに憚ること勿れ。

三大寺地区の盆行事「迎え火」。幻想的な雰囲気で心と身体をリフレッシュ。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

地域の課題を解決し活性化するには市全体の問題等を解決する必要がある。

要望、提案が実現していく中で、議員の発言と意思決定の責任を重く感じた。

個々の問題を全体の問題として捉え、課題を解決していくための想像力。

情報発信と傾聴を意識し、誠心誠意接すること。

甲賀の山容、森林浴とマイナスイオンの鶏鳴八滝。

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

vol.9

山　岡　光　広 甲南町在住

白　坂　萬里子 水口町在住

　　やま　　　おか　　みつ　　ひろ

  しら　　さか　　 ま　り　こ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

要求が渦巻いているのに市政に活かされていない。市民の声を届けるため。

困難な問題でも粘り強くコツコツと取り組むことで実を結ぶ。

新聞記者の経験を生かして、いつも現場の声と実態から出発。

何よりも市民に寄り添う。国にも県にも意見を言う。

自然は鈴鹿の山なみ。歴史は天保一揆ゆかりの地・矢川神社。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

働くお母さんの味方として、政策決定の場に「女性の声」を届けたいと決意。

公務員の大切さと大変さ。その中で議員としての発言の影響力と責任の重さを実感。

公僕としての姿勢を貫き、現場第一主義を目指すよう意識して活動してきた。

多様な市民相談は特に力を注ぎ、市民の声に寄り添い共に解決の道を目指してきた。

歴史を感じさせる土山の町並みと伝馬館。「かもしか荘」周辺の雄大な自然の景色。

していきます。

Vol.7

森　田　久　生 甲賀町在住

林　田　久　充 水口町在住

　　もり　　　　た　　 ひさ　　  お

はやし　　だ　　 ひさ　　みつ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

地域金融機関に40年間勤め、それを機に次は、「地域のお役」にと一念発起。

市の行政方針や諸施策が、市民の皆様に詳しく伝わっていないこと。

私の議員活動のモットーである「真面目に・愚直に・丁寧に！」を忘れずに。

「市民の声を市政に反映！」を常に念頭に、自分の足で歩き、市民目線で。

自宅付近の「秋の大原ダム」。秋の紅葉とダム水面のコントラストは絶景。

草津市での都市づくり等の経験を活かしたいと思いました！

意思決定の責任は議会にあると強く感じています。

地域の悩みを市の課題として想定することです。

どうしたいか、どうあるべきかを一緒に考えます。

ミホミュージアムとその景色、杉谷新田の集落の風情

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.6

戎　脇　　　浩 水口町在住

小　河　文　人 信楽町在住

えびす　 わき　　　　　 ひろし

お　　 がわ　　ふみ　　 と

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

地域活動や介護経験を活かし、もっともっと好きなまちにしたいと思ったから。

改めて課題の多さに直面し、その解決の困難さに気付かされた。

市民の皆様の代表として、決定することの責任の重さ。

気軽にお声をかけていただける所作。寄り添いながら、お話しを聞くこと。

好天ならば、遠く琵琶湖や八幡山城址まで、四方を見渡せる古城山山頂。

次の世代にツケを残さない夢と希望のある甲賀市へと引き継ぎたい。

議会という公開の場で堂々と議論できること。

即行動、即実行、市民の切実な願いや思いを待たせてはいけない。

自身の考えや年４回の議会報告を機関紙ふみチャンネルでお知らせ。

玉桂寺弘法橋から見る、SKR、勅旨の田園風景、長野の街並。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.5

小　西　喜代次 信楽町在住

田　中　將　之 信楽町在住

こ　　 にし　　 き　よ つぐ

た 　　なか　　まさ　　ゆき

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

信楽の声を届けるために議員に立候補をとの党からの要請が直接のきっかけ。

身近な要望を届けるなかで、住民運動との連携で「住民こそ主人公」を実感。

判断基準は市民にとってどうか。調査で裏付け、根拠をもって行動すること。

何が問題なのかをよくきき、活用できる制度、制度改善にどうつなぐのか。

勅旨駅から天神神社、玉桂寺、信楽駅までの散策は四季が楽しめるかな。

以前からまちづくりに携わってさらに地域の活性化を図りたいという思いで。

常に勉強です（汗）

ひとつはみなさんのお声を聞くこと。ひとつは新しいことに敏感であること。

当たり前ですが、みなさんのお声をしっかりとお聞きすること。

信楽町長野の窯元散策路、生まれ育った場所なので。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

市民の

みなさんに市議会

議員をみじかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.3

あなたとつなぐ

山　中　修　平 水口町在住

やま　　なか　 しゅう　 へい

おく　　 だ　　 こう　　 じ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

社会の閉塞感を感じ、地域の声を甲賀市政に届けたいと思った。

「ゆりかごから墓場まで」という行政の範囲の広さと自らの勉強不足を感じた。

常に民意を意識しつつも流されず、あるべき方向性を守ること。

じっくりと声を聞き、丁寧に考えを伝える。できないことは言わない。

観音様（宮町）や横たわる妊婦（宇川）など、各地域から見える山の稜線。

242019.2

市民の

みなさんに市議会

議員をみじかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.2

あなたとつなぐ

糸　目　仁　樹 甲南町在住

里　見　　　淳 信楽町在住

いと　　 め　　 まさ　　 き

さと　　 み　　　　　　あつし

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

昨今希薄になりつつある伝統や誇りなどを今一度取り戻したく志しました。

様々な意見や思想がある中で最善の判断をすることの難しさを感じています。

前職で学んだ「人として何が正しいか」と言う原理原則を最重視すること。

飾らずなるべく本音で話し合うことを心掛けています。

大自然が広がり温泉もありキャンプも出来るかもしか荘がお勧めです。

様々な地域活動に参加するようになり、苦労や喜びを共有することに魅力を感じたため。

恥ずかしながら、まだまだ自分の知らないことが多い。

バランスと潮目、じっくりと考える時とさっと決断するタイミング。

いろんな価値観があるので、相手の立場に立って思うこと。

各地域で祀られている小宮さんやお地蔵さん。旧道巡り。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

242018.11

市民の

みなさんに市議会

議員をみじかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

市議会議員紹介

Vol.1

あなたとつなぐ

岡　田　重　美 土山町在住

堀　　　郁　子 水口町在住

おか しげ みだ

ほり いく こ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

福祉の仕事をする中で、くらしや福祉がもっとよくなることが必要だと思ったことです。

市民の声を議会に届けることの大切さをあらためて感じています。

市民のみなさんの目線に立って考え行動するように心がけています。

相手の方にしっかりと向き合い、丁寧にお話を聞くこと、伝えること、笑顔を忘れないことです。

青土ダムから野洲川ダムにかけての四季折々の風景はとってもきれいです。

水口町議員だった義父の背中を見て、私も人の役に立つ生き方をしたいと思いました。

勉強、勉強、全てが勉強だと感じています。

いつも主婦の視線で見るということ。

市民の皆様の声に出来ても出来なくても、必ず返事をすること。

古城山の桜。手前の道沿いの桜と遠景の古城山の桜が見事です。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

242018.8


